
第五章神戸の気候・水－大気

大波12年ごろの神戸海洋気象台

第一節市域の気象特性の概観

第二節気候の経年変化と気象特性の地域分布

第三節水質・大気・地下水



第
一
節

市
域
の
気
象
特
性
の
概
観

神
戸
の
気
候
と
気
象
観
測

気
象
の
地

域
特
性

神
戸
市
は
わ
が
国
と
し
て
は
比
較
的
に
前
の
少
な
い
瀬
戸
内
気
候
郊
に
印
刷
し
、
気
候
は
組
和
で
海
も
山
も
市
域

の
中
に
あ
り
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
良
い
環
境
に
あ
る
。
気
候
の
特
徴
か
ら
み
る
と
神
戸
市
域
は

①
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① ③ 

六
叩
山
北
側
丘
陵
の
北
神
地
域
（
北
神
地
域
）

④ 

明
石
川
水
系
の
一
山
神
丘
陵
地
（
商
神
丘
陵
地
）

に
J

分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
四

O
万
市
民
の
一
一
一
八
%
が
住
み
、

工
業
生
産
額
の
六
閉
%
を
山
め
る
市
街
地
の
気
候
を
代
表

す
る
気
象
観
測
点
で
あ
る
神
戸
海
洋
気
象
台
と
、
そ
の
他
の
地
域
を
代
表
す
る
観
測
地
点
と
し
て
中
秘
民
内
観
測
所
一
五
地
点

の
累
年
観
測
表
を
表
品
、
刊
訂
に
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
観
測
所
の
位
援
を
図
日
に
示
す
。

は
い
ざ
ん

神
戸
市
の
気
候
は
六
叩
山
地
に
よ
っ
て
著
し
い
影
響
を
受
け
る
。
南
側
の
市
街
地
は
、
背
山
が
冬
の
季
節
風
を
遮
断
し
、
ま
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rlT域の気象特性の概観第一節

た
南
関
す
る
斜
部
は
日
mm効
果
も
良
く
年
開
会
｝
通
じ
て
、

ぼ
瓶
暖
な
気
候
で
あ
り
、
絶
好
の
住
宅
地
や
産
業
地
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
地
減
の
気
温
に
関
す
る
経
年
変
化
の
大
き
な

特
徴
と
し
て
昭
和
二
寸
年
（

九
間
五
）
か
ら
一
一
一
十
年
に
か
け

て
の
冬
季
最
低
気
視
の
か
な
り
著
し
い
上
昇
、
が
あ
る
。
こ
れ

は
戦
後
復
興
期
で
の
都
市
熱
の
増
大
が
寄
与
し
て
い
る
も
の

気象観測地点

と
考
え
一
れ
る
。
風
に
つ
い
て
の
長
期
に
わ
た
る
資
料
は
海

洋
気
象
台
し
か
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
全
年
を
通
じ
て
北

東
と
北
北
京
の
風
が
卓
越
し
（
発
生
市
中
各
一
四
%
）
、

間
の
風
が

こ
れ
に
次
ぐ
（
同
一
一
%
）
。

一0
メ
ー
ト
ル
／
秒
以
上
の
強

i玄I73 

風
は
西
北
関
の
風
が
最
も
多
く
、
こ
れ
は
冬
季
の
季
節
風
が

ハ
中
山
地
に
乎
行
し
て
吹
く
こ
と
に
よ
る
。

ま
た
、
台
風
が

熊
野
灘
を
北
東
進
す
る
時
な
ど
に
は
、
強
い
北
風
が
六
甲
山

地
か
ら
市
街
地
に
向
け
て
吹
き
下
ろ
す
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ

を
「
六
m
T
お
ろ
し
」
と
呼
び
、
風
速
は

メ
ー
ト
ル
／
秒

を
超
え
る
時
も
あ
る
。
市
街
地
で
は
強
い
荷
風
が
吹
く
こ
と

は
ま
れ
で
、
こ
れ
は
六
甲
山
地
の
影
響
で
南
風
の
強
風
殺
が ほ
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気象観誤lj:11\l.~手の一覧表 36
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上
告
に
持
ち
上
げ
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ

の
同
で
も
海
上
で
は
強
い
南
風
（
方
言
で
「
マ
ゼ
L

と
い

う
）
が
吹
き
高
波
が
沿
岸
を
襲
う
こ
と
が
あ
る
。

ハ
叩
山
地
の
北
側
山
麓
に
続
く
丘
陵
地
は
標
高
二

O

0
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
っ
て
、
こ
の
地
域
は
北
神
地
域

と
し
て
発
展
し
つ
つ
あ
る
が
、
市
街
地
と
は
異
な
る
気

候
を
一
万
す
。
こ
れ
ら
北
側
丘
陵
地
は
2M然
に
恵
ま
れ
た

ct沿 線担rjJ也？＇，，際自宅等は神F;i1~i手会｛象台JJ；＼簿記•I主の通りとする。

良
好
な
住
宅
地
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
反
断
、
高
度
も
高

く
冬
季
の
季
節
風
に
も
さ
ら
さ
れ
て
寒
冷
で
あ
り
、
夏

季
は
盆
地
的
古
川
温
と
な
る
特
徴
を
も
っ
。
冬
季
、
北
神

地
域
の
積
雪
、
道
路
凍
結
に
よ
る
交
通
障
害
が
起
き
る

」
と
も
少
な
く
な
い
。

聞
神
丘
陵
地
は
瀬
戸
内
気
候
帯
に
屈
し
、
他
の
地
域

に
く
ら
べ
年
間
を
通
じ
て
降
雨
量
は
少
な
く
、
農
業
用

の
間
池
が
多
い
地
域
で
あ
る
。

一
部
の
海
岸
に
近
い
地

域
を
除
き
内
綾
部
は
北
神
地
域
と
似
た
傾
向
を
も
っ
。

ま
た
、
六
甲
山
地
は
神
戸
市
域
に
し
ば
し
ば
集
中
支

294 'Nicfi3立神戸の気候・水・大気



告
や
・
総
何
一

各地の殻；会1・殺低気治，降水量表 37
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雨
を
も
た
ら
す
地
形
的
素
悶
と
な
る
。
大
雨
の
原
図
で
あ
る
南
方
海
上
か
ら
の
湿
流
を
上
昇
気
流
に
変
化
さ
せ
る
た
め
で
あ
り
、

神
戸
市
の
宿
命
的
な
も
の
で
あ
る
。
出
市
街
地
が
流
出
し
た
六
甲
山
地
の
土
砂
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
こ
れ
を
証
明
し

て
お
り
、
豪
雨
と
山
地
土
砂
の
流
出
の
問
題
は
背
か
ら
現
在
、
将
来
に
わ
た
り
神
戸
の
、
氷
迷
の
課
題
と
い
え
よ
う
。

気
象
の
綴

測
史

METEOROLOGICAL. REPORT, 

Fro同 Septe叫ber29('1 tο Octobe1・、f>th, 1討!i!l.

'-. (The明 Observatio田町制leat，！~ M.《lnily.)

神
戸
で
気
象
観
測
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
外
国
人
賠
留
地
の
問
洋
人
に
よ
っ
て
最
初
の

観
測
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
残
存
し
て
い
る
最
も
古
い
記
録
と
し
て
は
神
戸
発
行
の
英
字
新
聞
『
ヒ
ョ

l

E三KS.

cloudy. 

DATE. TIまERMO・ BARO‘ WIND REMA 
盟ETER; METER, 

一…
Sept. 29 68 30.02 Calm Drizzly and 

’. 30 76 30.00 N. 2 Overcast. 

Ocι1 74 30.18 S.E. 1 ' Blue skv. 

" 
・0• 74 30.19 N.E. 2 ，， 

，， 3 72 30.07 ‘Calm 
” ，， 4 70 29.92 S.E. 3 Overcaおも削

” 
5 7長 29.75 , N.E. 1 Illue sky: 

d rniny. 

「ヒョーゴ・ニュ…ズ』に掲llはされた

気象観測記録（1869年10月6日）

ゴ
・
ニ
ュ
ー
ズ

一
八
六
九
年
十
月
六
日
（
明
治
二
年
九
月
二
日
）
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
観
測
結
果
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
毎
日
正
午
の
組
度
、
気
圧
、

風
向
、
晴
雨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
十
月
、

写実 83

マーシャノレの観測記録

（神戸海洋気象合絞）
写真 84
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神
戸
港
長
イ
ギ
リ
ス
人
ジ
ョ
ン
・
マ

i
シ
ャ
ル

ロ
向
同
門
田
町
色
、
な
ぎ
が
毎
日
一
問
、
九
時
の
気
象
観
測
を
間
開
始
し
た
。

明
治

八
八
七
）
、

マ
ー
シ
ャ
ル
の
死
後
、
気
象
観
腿
は
二
代
港
長

γ
i
ル
マ
ン
涼
各

E
E
P
M・
M－
に
引
き
継
が
れ
、
明
治
一
一
一

十
八
年
（
一
九
O
五
）
ま
で
続
け
ら
れ
た
c

明
治
二
十
年
八
月
、
気
象
台
測
候
所
条
例
の
発
布
に
伴
い
、
内
務
大
肢
は
地
方
測
候
所
の
位
位
と
し
て
神
戸
を
指
定
し
た
。

明
治
一
一
十
八
年
（
一
八
九
五
）
八
月
、
兵
隊
問
問
は
測
候
所
の
開
設
を
決
定
し
、
諜
ニ
十
九
年
五
月
七
日
、
神
戸
測
候
所
仮
事
務
所

を
内
務
部
第
五
諜
に
設
置
し
た
。
同
年
十
二
月
一
目
、
神
戸
測
候
所
が
神
戸
市
中
山
手
通
七
丁
目
宇
治
野
山
に
開
設
さ
れ
、
十

一
月
中
は
一
日
八
聞
の
観
測
を
、
翌
一
一
一
十
年
一
月

日
か
ら
は
毎
時
観
慨
を
実
施
し
た
。
同
測
候
所
は
明
治
一
一
一
十
年
か
ら
毎
月

E
（
賂
県
気
象
月
報
』
を
発
行
し
た
が
、

明
治
問
十
年
（
一
九
O
七
て
こ
れ
を
ヲ
い
ん
（
庫
県
気
象
要
報
b

と
改
称
し
、
内
容
を
充

突
し
て
一
般
に
頒
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
年
以
降
は
吋
気
象
月
報
い
の
形
式
に
改
め
ら
れ
、

一
般
的
な
記

し
か
し
、

ん
や
の
掲
載
は
取
り
止
め
た
。

市j或の気象特性の概観

大
正
九
年
（
一
九
二

O
）
八
月

十
六
日
、
海
洋
気
象
台
が
新
設
さ
れ
、
業
務
を
開
始
し
た
。
海
洋
気
象
観
測
業
務
と
資
料
の

公
炎
は
休
む
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
た
が
、
昭
和
二
十
年
に
は
、
第
二
次
段
界
大
戦
に
よ
る
戦
災
の
た
め
観
測
資
料
の
焼
失
、

部
観
測
の
山
中
断
の
や
む
な
き
こ
と
も
あ
っ
た
。
本
章
で
は
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
は
す
べ
て
欠
測
扱
い
と
し
た
。
そ
の
後
、
昭

和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
六
月
一
日
神
戸
測
候
所
は
廃
止
さ
れ
、

そ
の
業
務
は
神
戸
海
洋
気
象
台
に
引
き
継
が
れ
た
さ
れ
よ

り
先
、
昭
和
十
七
年
に
海
洋
気
象
台
は
神
戸
海
洋
気
象
台
と
改
称
さ
れ
た
）
。
以
来
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
気
象
観
測
は
休
む
こ
と
な
く

第一節

継
続
し
て
い
る
。

自然・考古絞§！：：前向 i297 



2 

気
象
統
計
と
地
域
類
型

気
象
統
計

の
扱
い
方

本
誌
で
は
明
治
三
十
閉
年
か
ら
昭
和
六
十
年
ま
で
の
八
五
年
間
の
気
象
統
計
値
を
用
い
た
。
こ
の
期
間
は
観
測

の
精
度
も
安
定
し
て
い
る
し
、
期
間
の
区
切
り
も
良
い
こ
と
に
よ
る
。
現
心
化
、
気
象
庁
が
用
い
て
い
る
半
年
値

は一一一

0
年
間
の
統
計
値
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の

で
は
、
平
年
値
を
記
述
す
る
場
合
は
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
か
ら

l昭
和
五

（
一
九
八
O
）
ま
で
の
一
一
一

0
年
間
（
以
下
「
後
期
L

と
い
う
）
と
、
明
治
問
十
四
年
（
一
九
一

）
か
ら
昭
和
十
五
年
（
一
九

四
O
）
ま
で
の
一
一
一

0
年
間
（
以
下
寸
前
期
」
と
い
う
）
に
分
け
て
、
そ
の
間
の
変
化
を
記
述
す
る
。
こ
の
八
五
年
間
に
神
戸
市
の
人

J
十」匹、

l
t
 
一
五
万
人
た
ら
ず
か
ら
一
四

O
万
人
に
増
加
し
、
大
都
市
に
発
展
し
た
。
そ
の
問
、
多
雨
の
別
問
、
寡
雨
の
期
間
、
出

温
、
低
温
の
期
間
、
大
災
害
を
含
む
大
小
い
く
た
の
異
常
気
象
に
遭
遇
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
、
行
政
の
施
策
に
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
数
値
的
資
料
の
終
っ
て
い

る
期
間
に
つ
い
て
統
計
的
手
法
に
よ
っ
て
神
戸
市
の
気
候
の
経
年
変
化
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

気
象
台
に
削
附
し
て
は
昭
和

九
四
五
）
三
月
が
戦
災
の
た
め
全
観
出
項
目
が
欠
測
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
で
は

最
低
気
説
が
昭
和
広

（
一
九
七
五
）
九
月
に

九
六
九
）
二
月
に
二
日
の
欠
測
が
あ
る
が
、

日
、
降
水
設
が
昭
和
四
十
四
年
（

そ
の
ま
ま
の
扱
い
と
し
た
。

そ
の
他
の
観
測
所
の
資
料
に
は
昭
和
二
十
年
の
長
期
に
わ
た
る
欠
測
を
は
じ
め
か
な
り
の
欠
測
が

あ
る
。
昭
和
二
十
年
の
欠
測
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
気
焔
に
関
す
る
欠
測
は
気
象
台
の
県
松
十
月
平
均
値
と
欠
測
し
た
観
鵬
地
の

近

PM地
点
の
実
測
値
の
設
を
気
象
台
の
値
に
加
減
し
た
簡
を
採
用
し
た
。
降
水
敢
に
つ
い
て
は
、
近
傍
地
の
値
を
そ
の
ま
ま
採
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用
し
た

な
お
、
気
象
台
の
値
は
日
値
か
ら
取
り
扱
い
、

そ
の
他
の
地
点
は
月
平
均
値
を
ベ

l
ス
と
し
た
。

気
候
の
地

域
類
裂

神
戸
市
域
の
気
候
特
性
の
概
要
を
述
べ
る
。
記
述
の
う
ち
、
気
祖
の
高
低
、
降
水
設
の
多
少
な
ど
は
気
象
台
で

の
値
と
の
比
較
に
よ
っ
て
述
べ
る
（
関
M
J
限
却
）
。

市
街
地
の
各
地
の
最
高
気
温
は
気
象
台
と
ほ
ぼ
同
傾
向
に
あ
る
が
、
川
以
低
気
瓶
は
各
地
と
も
気
象
台
よ
り
も
低
瓶
で
あ
る
。

・，，~，
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田
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-c 

土。

そ
し
て
こ
の
傾
向
は
後
期
の
方
が
前
期
よ
り
も
顕
著
で
あ
る
こ
と
は
、
気
象
台
の
観
測
値
が
哨
大
す
る
都
市
熱
の
影
響
を
受
け

"o 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 (il"Jとl!Jf1IO

月日Jj最低気瓶平年ffao911～1940年〕

'20 

一支〕ゐ

12(11) 

隠I78 i1：：降水量平年{fr¥c19s1～19S01f.)

て
い
る
こ
と
を
示
す
。
降
水
量
は
春
季
、
夏
季
に
少
な
く
秋
季
、
冬
季
に
は
間
程
度
と
な
る
。
な
か
で
も
六
、
七
、
八
月
に
少

関 77

）
 

l
 

！
 

（
 

ょっ。

2C 

？の

な
く
、
九
、
十
月
に
向
程
度
か
気
象
台
よ
り
も
多
く
な
る
傾
向
が
前
後
期
を
通
じ
て
現
れ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
両
官
は
通

年
的
に
気
象
台
と
同
じ
組
向
を
示
す
。
こ
の
地
域
を
代
表
す
る
観
測
地
点
と
し
て
気
象
台
、
須
際
、
御
影
、
間
慨
を
使
用
す
る
。
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六
甲
・
丹
生
山
地
は
山
岳
性
の
気
象
特
性
を
示
し
、
な
か
で
も
六
甲
山
の
低
瓶
、
多
雨
は
特
徴
的
で
あ
る
。
特
に
秋
季
か
ら

冬
季
に
か
け
て
の
低
祖
と
援
候
則
の
多
雨
は
神
戸
市
域
の
他
に
み
ら
れ
な
い
気
候
で
あ
る
。
六
甲
山
の
低
温
は
秋
間
布
、
盛
岡

市
、
軽
井
沢
町
の
そ
れ
と
匹
敵
す
る
。
こ
の
地
域
を
代
表
す
る
観
鵬
地
点
は
ふ
ハ
叩
山
し
か
な
い
。

に
や
や
多
く
な
る
。

北
神
地
域
の
気
温
は
夏
季
に
高
く
、
冬
季
に
低
い
内
陸
盆
地
的
特
徴
が
あ
る
。
降
水
量
は
春
季
、
夏
季
に
少
な
く
秋
季
、
冬
、

こ
の
地
域
を
代
表
す
る
観
測
地
点
と
し
て
一
一
一
問
、
三
木
を
使
用
す
る
。

12(11) 

iii！或の気象特性の概観節第

・〔i

：ら

ら0

"'0 

2C 

1C 

12(/J) 

－~一一＼ A 
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℃：一！．｝司
下；在1¥1 ・,..,/ .穴 •.!H.n；：ン， 

¥ / 
、‘〆f

{fol！年水溺：3fL年{ii［①（1号11～1940年）

20 

ょG

土。

10 

凶 80

-20 

-20 

聞
神
丘
綾
地
は
内
陸
盆
地
性

の
夏
季
高
損
、
冬
季
低
温
の
特

性
が
あ
る
と
と
も
に
、
神
戸
市

域
に
あ
っ
て
、
最
も
寡
雨
で
あ

る
。
降
水
設
に
関
し
て
は
瀬
戸

内
式
の
東
揺
地
方
と
向
傾
向
で

あ
る
。

四
月
か
ら
八
月
ま
で
降

水
位
脱
が
少
な
い
の
は
後
期
で
あ

り
、
前
期
で
は
通
年
的
に
寡
雨

で
あ
る
。
こ
の
地
域
を
代
表
す

る
綴
測
地
点
と
し
て
明
石
、

木
を
使
用
す
る
。
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第
二
節

気
候
の
経
年
変
化
と
気
象
特
性
の
地
域
分
布

気
象
台
観
測
値
か
ら
み
た
経
年
変
化

気
温
の
変
化

神
戸
市
の
八
五
年
間
に
わ
た
る
気
候
変
化
を
み
る
た
め
に
、
図
剖
か
ら
図
引
酬
に
気
象
台
の
気
温
（
量
的
、
絞
低
、

平
均
）
と
降
水
最
の
八
五
年
間
の
五
年
移
動
平
均
値
を
示
す
。

八
五
年
の
間
に
は
最
低
気
温
の
経
年
変
化
に

顕
著
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
年
々
上
昇
傾
向
を
た
ど
っ
た
後
、
最
近
二

O
年
は
安
定
傾
向
に
あ
る
。
降
水
量
に
つ
い
て
は
五
J
一

O
年
周
期
の
大
き
な
変
動
を
繰
り
、
感
し
な
が
ら
年
々
、
少
雨
傾
向
の
後
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
か
ら
七
年
間
の
著
し
い
多

雨
期
限
が
あ
る
な
ど
特
有
の
傾
向
が
あ
る
。
凶
討
に
示
し
た
よ
う
に
悶
熟
年
傾
向
を
も
っ
デ
ー
タ
を
取
純
平
均
し
て
異
な
る
統
計

期
間
相
互
間
で
相
違
を
論
じ
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
最
高
気
温
に
つ
い
て
み
る
と
分
類
し
た
ど
の
一
一
一

O
年
を

と
っ
て
も
変
動
幅
は
て
段
以
下
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
が
、
最
低
気
温
で
は
、
年
々
、
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
降
水
量
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
二
以
降
は
、
そ
れ
以
前
と
比
べ
五
月
か
ら
九
月
ま
で
の
暖
候
加
に
お
い

て
著
し
い
変
化
、
が
起
き
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
観
測
地
相
互
の
比
較
を
す
る
と
き
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
、
後
期
と
前
期
に

分
隊
し
た
。

し
か
し
、
最
高
気
組
な
ど
の
明
治
年
の
級
値
の
分
布
図
な
ど
は
統
計
期
間
の

に
よ
る
相
退
よ
り
も
、
多
く
の
観
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測
地
点
を
得
る
こ
と
の
方
を
重
視
し
、
全
地
点
、
全
観
灘
期
間
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

要
約
す
る
と
、
神
戸
市
の
八
五
年
間
の
気
温
の
変
化
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
限
解
で
き
る
。
①
気
担
慨
が
だ
ん
だ
ん
と
上
昇

し
て
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六

O
）
ご
ろ
ピ

l
ク
に
述
し
、
そ
の
後
一

同
の
上
一
卜
が
あ
る
が
、

ほ
ぼ
安
定
し
て
い
る
。
②
気
祖
の

気候の経年変化と気象特性の地域分布

'I’＇l'f1!i. l'l.7 (l!J"l～Wl） 旬 、 E

F一一一一一一一一一一一一一一一ー一

第二節

関 81 絞高気視Hド移動平均値
神戸海洋気象台観測の年予均値の 5年移動平均値

際182～84もlfi1じ

‘i 1j'f((l2.1(1!13：～’以））

段低気温5年移動平均値図 82
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o~ 

降水設5:1手移動平均値l玄184 

75 70 ちら,,, 

平均気温 5年移動平均値

上
昇
量
は
摂
氏
約
一
度
に
達
す
る
。
特
に
昭
和
二
十
年
か
ら
一
二
十
五
年
に
か
け
て
の
気
温
上
昇
は
著
し
い
が
、
季
節
加
に
み
る

図 83

と
、
主
と
し
て
冬
季
・
春
季
の
気
温
上
昇
が
際
関
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
変
化
を
図
幻
で
み
る
と
明
治
四
十
一
一
一
年
（
一
九
一

O
）
ご
ろ
が
最
も
’
見
、
冷
で
あ
り
、

。
年
程
度
の
周
期
で
上
下
変
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動
を
繰
り
返
し
な
が
ら
昭
和
三
十
五
年
ご
ろ
最
も
蹴
援
と
な
る
。
そ
の
後
、
昭
和
四
十
年
ご
ろ
ま
で
は
寒
冷
化
、
続
く。

間
は
瓶
暖
化
、
昭
和
五
十
五
年
（

九
八
O
）
以
後
は
寒
冷
化
の
傾
向
に
あ
る
。
全
期
間
を
通
し
て
み
る
と
後
期
の
平
年
僚
に
比

較
し
て
昭
和
二
十
五
年
（

九
五
O
）
以
前
は
最
低
気
視
で
一
・
間
度
も
袋
、
冷
で
あ
っ
た
。
昭
和
五
十
九
年
（

一

編
吋
異
常
気
象
レ
ポ
ー
ト

気候の経年変化と気象特性の地域分布

A” ー・ ... 1901～ 1930 

日明白峰ーーー l臼Il～ 19-!0 

C一一－1921～ 1950

］）ー牟一一19'.ll～ 1960

E一一一一－ 1941～ 1970

F 1951 叩 l自soi!,c＇＼＇＇＇＇息）

最高気温

第二節

F-A,B.E 
I 
F－じ。D

に
よ
る
日
本
全
日
何
年
平
均
気
温
の
経
年
変
化
と
比
べ
る
と
明
治

12 (lt'・・i<l!J(1IO 11 ：自

賞受低気温

｝一＇ (IJ)l 

2c 
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ノ

之
-
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降水鐙
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京j

F-D・
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九
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四
）
の
気
象
庁
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O
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昭
和

F B・

F c・
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阪 85 30年統計期間の遠いによる主主年値の比較
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二
十
一
点
年
（
一
九
五
O
）
ま
で
の
一

O
年
程
度
の
周
期
変
化
や
長
期
の
蹴
暖
化
傾
向
な
ど
は
同
じ
で
あ
る
。

し
か
し
、
昭
和
二
十

年
（
一
九
四
五
）
か
ら
昭
和
一
一
一
十
五
年
（
一
九
六
O
）
ま
で
の
気
温
上
昇
設
は
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
神
戸
市
と
洲
本
市
の
年
平
均
気
視
の
年
々
の
変
化
を
比
較
し
て
市
街
地
の
特
徴
の
一
端
を
み
る
こ
と
と
す
る
。
洲
本

測
候
所
の
観
測
値
は
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
か
ら
あ
る
が
、
海
洋
気
象
台
の
観
測
値
と
比
較
す
る
と
都
市
熱
の
影
響
に
よ
る
気

甑
の
上
昇
は
、
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
人
口
増
加
や
産
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
が
神
戸
市
よ
り
も
少
な
く
、

つ
測
候
所
が
一
一
一
熊
山
に
あ
っ
て
、
海
洋
気
象
台
の
観
測
地
と
し
て
の
自
然
環
境
と
類
似
し
て
い
る
の
で
、
気
楓
変
化
を
比
較
す

る
こ
と
に
よ
り
神
戸
市
街
地
の
都
市
熱
を
あ
る
程
度
は
検
出
で
き
る
。

た
だ
し
、
一
一
一
熊
山
は
海
洋
気
象
台
よ
り
も
観
測
高
度
が

五
O
メ
！
ト
ル
高
い
の
で

0
・
一
一
一
度
税
度
は
気
温
が
低
く
な
る
。
そ
の
結
果
を
関
部
に
一
市
す
。

こ
れ
に
よ
る
と
全
期
間
を
通
じ
て
神
戸
市
街
地
の
気
温
が
高
い
が
、
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
一
一
む
か
ら
数
年
間
で

0
・
八
度
、

神
戸
の
気
慌
が
上
昇
し
、
昭
和
五
十
五
年
（

九
八
O
）
以
後
は
そ
の
ま
ま
安
定
し
て
い
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。
昭
和
四
十
七

年
は
っ
公
害
対
策
基
本
法
L

が
で
き
た
年
で
、

い
わ
ゆ
る
環
境
元
年
と
い
わ
れ
て
い
る
年
で
あ
る
。
急
激
な
経
済
成
長
の
も
と

と
な
っ
た
生
産
力
の
増
大
は
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
別
加
と
な
り
大
都
市
の
気
温
上
昇
を
招
い
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
量
が
神

の
市
街
地
に
あ
っ
て
は
一
度
弱
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
は
興
味
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

日
照
時
間

の
変
化

日
照
時
間
の
経
年
変
化
を
関
幻
に
示
す
。

日
照
時
間
の
多
少
は

の
多
少
そ
の
も
の
で
あ
り
、
統
計
期
間
を

通
じ
て
気
象
台
に
お
け
る
可
照
時
間
は
変
化
し
な
い
も
の
と
し
た
。
関
幻
に
よ
る
と
気
混
よ
り
も
長
い
周
期
の

変
化
が
み
ら
れ
る
。

一
O
年
か
ら
一
一

O
年
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
長
い
周
期
で
変
化
を
繰
り
返
し
つ
つ
八
五
年
間
に
約
一
一

0
0

時
間
の
減
少
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
問
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
を
中
心
と
し
た
前
後
五
年
間
の
日
照
時
間
の
減
少
は
顕
著
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は
急
激
に
減
少
し
て
お
り
、

で
あ
る
。
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
一
二
）
三
月
の
ア
グ
ン
火
山
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
領
バ
ワ
烏
）
噴
火
の
影
響
で
同
じ
期
棋
の
陸
連
日
射
鼠

昭
和
五
十
七
年
（
一
九

同
じ
こ
と
が
臼
照
時
間
に
も
み
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、

一
月
か
ら
四
月
の
エ
ル
チ
チ
ョ
ン
火
山
（
メ
キ
シ
コ
）
噴
火
の
影
響
の
程
度
は
、
前
者
ほ
ど
も
顕
著
で
は
な
い
。

／＼ 

気候の経年変化と気象特性の地域分布
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降
水
畿
の

変
化

Oo 

一一一一一一一一一一一一一一一－一一－T’＇l'-fili. U(1!17ユv '80) 

1970～1979 

E 

平均風速5年移動平均{f!l

、十
四
年 日

！立lお下の数字は公民1:•Jのデー
担数

3 本の事~は内側からllliiに
①5.0m／秒米渦

ClllO. Om／秒未満

③'.l':l!ft迷の頻度で， lf'i.伎は

% 

rntm 
平均EU＼配関（事llJゴ海洋気象合）

¥V 

1910～1919 

／ 

図 88

!W科紋1、3652j 

1950～1959 

降
水
量
の
続
年
変
化
を
図
糾
に
一
市
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
明
治

¥¥' 

介 ＼

＼ 

日

トく

w,, 

な
変
化
を
繰
り
返
し
な
が
ら
年
々
一
降
水
量
は
減
少
し
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
さ
に
は
平
年
差
マ
イ
ナ
ス
ニ

九
O
一
）
以
来
、
数
年
周
期
の
顕
著

0
0ミ
リ

メ

i
ト
ル
の
極
に
達
し
た
。
こ
の
問
、
昭
和
八
年
に
将
来
の
神
戸
市
給
水
対
策
の
た
め
阪
神
上
水
道
か
ら
給
水
を
受
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け
る
こ
と
が
発
議
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
急
速
に
増
加
し
昭
和
二
十
じ
年
（
一
九
五
一
一
）
ご
ろ
、
プ
ラ
ス
一
八

0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と

な
っ
た
。
昭
和
三
十
年
（

九
五
五
）
か
ら
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
ま
で
は
、

ほ
ぼ
一
千
年
並
で
あ
っ
た
が
そ
れ
以
後
、
再
び
寡
雨

傾
向
と
な
り
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
に
は
マ
イ
ナ
ス
二

0
0ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
降
水
没
の
少
な
い
時
期
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
特
徴
あ
る
変
化
は
、
増
加
す
る
人
口
、
発
展
す
る
産
業
の
た
め
に
供
給
を
必
要
と
す
る
神
戸
市
の
用
水
対
策
事
業
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

平
均
風
速
と

嵐
向
の
変
化

平
均
風
速
の
経
年
変
化
を
関
部
に
示
す
。
市
街
地
で
の
平
均
風
速
の
変
化
に
は
明
瞭
な
特
徴
が
あ
る
。
昭
和

一
二
十
二
年
（
一
九
五
七
）
ま
で
は
年
々
風
速
が
地
大
し
、

そ
の
強
ま
り
ガ
は
一
・
六
メ
ー
ト
ル
／
秒
に
も
達
す

気候の経年変化と気象特性の地域分布

る
。
そ
の
後
、
一
一
一

0
年
間
に
徐
々
に
弱
ま
り
現
在
は
一
平
年
値
に
回
復
し
て
い
る
。

神
戸
海
洋
気
象
台
は
北
側
に
六
甲
山
地
の

峰
で
あ
る
何
度
山
（
閥
六
八
メ
ー
ト
ル
）
が
泊
り
、
風
に
関
し
て
は
地
形
に
よ
る
影

響
は
避
け
が
た
い
。
大
規
模
な
都
市
化
の

に
よ
る
風
向
変
化
の
有
無
を
検
証
す
る
た
め
図
的
に
前
期
と
後
期
に
つ
い
て
代

之
え
勺

J
E

オメー口元

。
年
ご
と
の
4
K
l
均
風
配
関
を
示
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
各
年
間
で
の
大
き
な
相
違
は
な
い
。
風
向
の
特
徴
は
、
南
風

五
メ
ー
ト
ル
／
秒
か
ら

0
メ
ー
ト
ル
／
秒
の
中
間
風
速
で
は
内
定
山
の
谷
風
と
思
わ
れ
る
北
風
が
卓
越

が
極
端
に
少
な
く
、o

j
i
ト
ル
／
秒
以
上
の
強
風
は
、

し
て
い
る
。

ほ
ぼ
東
開
方
向
が
卓
越
す
る
が
、
低
気
圧
後
近
に
よ
る
東
風
や
冬
季
の
大

開
か
ら
の
季
節
風
の
調
印
刷
が
、
ム
ハ
巾
山
地
の
影
響
で
山
地
に
平
行
し
て
吹
く
結
果
、
こ
の
よ
う
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ο

第二節
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2 

気
象
特
性
の
地
域
的
分
布

最
高
・
畿
低
気

温
の
平
均
値

関
卯
に
最
高
気
出
年
平
均
値
分
布
関
（
一
九
五
一

J
一
九
八

O
）
を
示
す
。
六
叩
山
の
一
四
・
五
位
が
最
低
で

市
街
地
と
聞
神
丘
陵
地
に

O
皮
が
あ
り
、
北
神
地
域
は
一
九
日
肢
と
な
っ
て
い
る
。
標
高
三

O
O
メ
l
ト

ル
以
上
の
山
地
は
一
八
度
以
下
で
、

0
0
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
一
一

0
0
メ
ー
ト
ル
の
別
に
は

九
一
度
か
ら
一
八
度
の
範
聞
が
展
開

し
て
い
る
。

問
問
引
に
放
低
気
現
年
平
均
値
分
布
関
（
一
九
二

J
一
九
四

O
）
を
示
す
。
関
川
町
に
示
し
た
後
期
の
コ
一

O
年
平
均
値
に
く
ら
べ
全

日
本
内
二
－

w

｛，
l
t
i
 

「山町ヨまし
ζ
、
hd
つ

れ

」

o

l
t
；
7

7

 

の
斬
る
こ
と
も
多
か
っ
た
L

と
い
う
こ

度
弱
低
視
で
あ
る
こ
と
は
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

と
は
い
や
実
と
考
え
て
よ
い
。

関
切
に
最
低
気
出
年
平
均
値
分
布
関
（
一
九
双

ー
一
九
八

O
）
を
示
す
。
六
中
山
の
六
・
八
度
が
最
低
で
標
高
一
一
一

O
O
メ
l
卜

ル
以
上
の
山
地
は
九
度
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
北
沖
地
峡
が
九
度
、
同
神
丘
陵
地
が
一

O
度
で
あ
る
に
対
し
、
市
俗
地
の
一

O

度
か
ら
一
一
一
度
は
神
戸
市
域
に
あ
っ
て
最
も
高
温
で
冬
手
の
冷
え
込
み
の
緩
や
か
な
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
南
斜
而
で
あ
る

こ
と
と
大
市
街
地
の
た
め
の
都
市
熱
に
よ
る
ヒ

i
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
効
果
と
忠
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
最
近
に
お
け
る
都
市
化

と
化
石
燃
料
の
多
量
消
費
と
に
深
い
関
係
が
あ
る
と
忠
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
地
域
は
土
地
の
知
斜
度
に
比
例
し
て
滋
度
傾
度

も
急
で
あ
る
。
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第二節気伎の経年変化と気象特性の地域分布

3rr 

ぼI90 最高気組年平均 f直（1951～1980年〕

再
決
Ill 

図引最低気温年平均値（1911～1940年〕
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ぼI92 絞 低 気 温 年 平 均 値 〔1951～1980年〕

図 93 絞高気視極 MIC玉三期間）
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第二節気候の経年変化と気象特性の地域分布
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最
高
・
最
低

気
温
の
複
伎

関
白
に
最
高
気
温
極
値
分
布
凶
を
示
す
。
六
甲
山
が
一
一
一
一
・
五
度
で
最
も
低
く
、
南
麓
市
街
地
と
凶
神
地
域

が
一
一
一
九
度
で
あ
る
に
対
し
、
北
神
地
域
が
盆
地
伎
の
た
め
四

O
度
と
高
温
に
な
っ
て
い
る
。
有
馬
は
、
一
一
一
八

0
メ
ー
ト
ル
の
古
川
さ
が
あ
り
、
標
高
と
気
出
と
の
川
焔
式
に
よ
る
と
一
一
一
六
・
四
度
と
な
る
が
、
観
測
値
で
は
一
一
一
九
度
の
記
録
が

あ
る
（
昭
和
二
十
年
九
月
五
日
）
。
こ
の
た
め
、
六
甲
と
有
馬
の
間
の
温
度
傾
度
が
急
に
な
っ
て
い
る
。

凶
仰
に
最
低
気
協
様
値
分
布
図
を
示
す
。
問
問
仰
は
六
甲
山
地
で
の
温
度
額
度
が
大
き
い
の
で
ニ
度
問
踊
で
等
瓶
線
を
描
い
て

あ
る
。
六
甲
山
の
マ
イ
ナ
ス
二

0
・
0
度
、
一
ニ
聞
の
マ
イ
ナ
ス
二
一
一
度
、

の
マ
イ
ナ
ス

五
度
の
低
温
が
特
徴
的
で

あ
る
。
六
中
山
は
高
度
が
向
く
、
一
二
回
、
一
一
一
木
は
内
際
的
で
あ
る
こ
と
が
原
悶
で
あ
る
。
こ
の
六
甲
山
の
低
温
は
秋
田
市
、
盛

間
市
、
軽
井
沢
町
の
最
低
気
温
の
極
値
と
ほ
ほ
等
し
い
。
市
麓
の
市
街
地
は
マ
イ
ナ
ス
六
度
か
ら
マ
イ
ナ
ス
一

O
度
の
間
に
あ

っ
て
、
神
戸
市
域
で
も
冬
季
の
冷
え
込
み
が
最
も
緩
や
か
な
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

年
降
水
震
と
日

最
大
降
水
蜜

関
町
に
年
降
水
量
分
布
図
（
一
九
五
一

J

一
九
一
一

J
一
九
四

O
）
を
示
す
。
ム
ハ
叩
山
の

九
八

O
、

、
リ
メ
ー
ト
ル
が
最
大
で
、
須
磨
の

一
一
…
六
ミ
リ
メ

i
ト
ル
が
最
小
と
な
っ
て
い
る
。
布
引
、
再
度
山
、

い
お
ぶ

小
部
を
結
ぶ
線
上
に
、
や
や
雨
放
の
少
な
い
地
帯
が
あ
る
。
須
磨
以
到
の
一
白
神
地
域
は
一

一0
0ミ
リ
メ
ー
ト
ル
税

E

肢
で
瀬
戸

内
気
候
の
少
雨
型
に
属
す
る
。

図
切
に
日
最
大
降
水
最
分
布
闘
を
示
す
。
六
甲
山
地
の
大
部
分
に
、
日
降
水
量
一
一
一

0
0ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
長
雨
が
発
生
し
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
三
五

0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
達
す
る
池
域
も
ふ
ハ
叩
山
地
の
広
い
郎
分
を
占
め
て
お
り
、
最
大

値
は
山
頂
付
近
で
の
三
七
九
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
こ
の
多
量
の
取
は
六
甲
山
地
の
地
形
特
性
に
よ
っ
て
却
時
間
の
う
ち
に

神
戸
市
街
地
に
流
出
す
る
こ
と
が
過
去
仰
向
も
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
治
山
治
水
が
神
戸
市
の
成
り
立
ち
に
版
め
て
重
要
で
あ
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第二節気伎の経年変化と気象特性の地域分布
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図 97 神戸市域内Jill＼観測地点i玄l

3Iラ 歴史総lI 自然・考六



16西神 15吹上

♂ 白
日

3.8°0 

¥¥' 

8気象台

日

0.6°0 

ぷ
s 
0.9°0 

7兵庫南部

14 ~ヒ

日

2.7°0 

日

Q,70つ

6ボートタワー

13北神

1.4°0 

日
l.1°o 

5六甲アイランドj中

＂~＇ ＂！阜f

r山 刀二ペて： ？九λ
\\'Yl＇·： ぺ~ t'"'V寸
s·~~－〆叩 刊＼九十~／〆SE SI＼＇~～十／叩

i遺児科l戸市内風配図
同は10%発生頻度ライ γ

~]i:tj'i: 神戸の気候・水・大気 316 



気候の経：$変化と気象特性の地域分布第二節

神戸市内の風速表 38

階級別出現頻度（%）
測f辱率
(.96) 
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六甲アイランドfrj1

Iね
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北

苦手j

1
 

1
 

ZNP 

観

統計刻llil 1977～1986〔87,648時fl日〉
1982～1986(43, 824時間〉北村， l次上のみ
1971～1985(46, 728ff寺flU）神戸海；芋気象台
1983～1985(13, 152待問〉六甲アイランドi1i'

3.4 99.9 .L、
仁3象・-

ヌL

る
こ
と
が
わ
か
る
。

風
向
の
分
布

関
仰
と
図
的
刊
に
神
戸
市

域
内
風
観
測
地
点
図
と

神
戸
市
内
風
配
図
を
示
す
。
統
計
期
間
は

表
却
の
と
お
り
で
あ
る
。
神
戸
市
内
に

ハ
地
点
の
風
配
闘
が
得
ら
れ
て
い
る
。

ず
れ
も
十
分
な
観
榔
期
間
が
あ
り
統
計
的

信
頼
度
は
高
い
。
な
お
、
こ
の
表
の
う
ち
、

ハ
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
沖
は
、
神
戸
港
第
七
防

波
堤
の
沖
合
二
九
二
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
あ
る
観
測
塔
の
資
料
で
あ
る
。
様
々
な

形
を
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
て
問
じ
市
域

の
風
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
点
も
あ
る
。

」
れ
は
、
六
甲
山
地
の
影
響
を
強
く
受
け

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
六
叩
山
地
南
側
の

市
街
地
を
代
表
す
る
風
は
、
海
上
に
あ
っ

て
直
接
的
な
地
形
の
影
響
が
な
い
六
甲
ア
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イ
ラ
ン
ド
沖
の
風
配
図
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
東
凶
方
向
の
風
が
圧
倒
的
に
多
く
、
六
甲
山
地
に
平

行
し
て
吹
く
風
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
深
江
か
ら
須
磨
ま
で
の
風
配
図
に
よ
る
と
、
地
形
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
変
形
し

て
い
る
。
地
上
一

0
0
メ
ー
ト
ル
で
海
岸
に
あ
る
ボ

i
ト
タ
ワ
ー
が
変
形
が
少
な
く
、
気
象
台
で
は
再
度
山
の
谷
風
、
長
田
で

は
高
取
山
を
迂
回
し
て
く
る
北
風
の
頻
度
が
噌
加
す
る
。
六
甲
山
地
の
北
側
で
は
北
風
の
頻
度
が
高
く
、
山
地
の
西
端
を
回
り

込
む
よ
う
に
し
て
吹
き
下
ろ
す
係
子
が
逗
水
と
問
神
の
風
配
図
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
表
刊
刊
の
平
均
風
速
と
風
速
階
級
別
出

現
頗
度
を
み
る
と
、
観
測
高
度
の
向
い
ポ
l
ト
タ
ワ
！
と
六
叩
山
地
の
稜
線
上
に
あ
る
六
甲
山
が
飛
び
抜
け
て
強
い
風
を
記
録

し
て
い
る
。

3 

標
高
と
気
温
・
降
水
量
の
相
関

標
高
と
気
温

・
降
水
議

等
鼠
線
を
抗
く
に
つ
い
て
観
測
地
点
の
値
を
用
い
た
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
地
形
の
複
雑
さ
に
対
し
実
測
地

点
数
が
十
分
で
は
な
く
補
完
の
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
関
仰
に
一
部
す
よ
う
な
気
混
と
潟
さ
、
降
水
量

と
高
さ
の
相
関
を
別
い
る
こ
と
と
し
た
。

最
高
気
楓
年
平
均
値
は
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
こ
か
ら
昭
和
一
ム
十
五
年
（
一
九
八
O
）
ま
で
の
後
期
一
一
一

0
年
間
と
明
治
四
十
四

年
（
一
九
二
）
か
ら
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
O
）
ま
で
の
前
期
一
一
一

0
年
間
の
統
計
値
に
大
差
が
な
い
の
で
、
後
期
と
前
期
を
合
わ
せ

た
資
料
で
記
載
し
た
。
最
低
気
瓶
年
平
均
値
に
は
、
一
一
つ
の
期
間
に
明
ら
か
な
特
徴
が
あ
る
が
、
全
期
聞
を
記
載
し
た
。
気
温

の
綴
値
と
日
最
大
昨
水
量
に
つ
い
て
は
、
各
地
と
も
全
観
測
期
間
に
つ
い
て
取
り
扱
い
、
年
降
水
量
は
、
後
期
の
観
測
値
が
あ

318 第五月t 担jrJiの気候・水・大気
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200 

西
宮

。τ

図
川
に
記
載
し
た
よ
う
な
母
集
団
を
朋
い
た
。

高
度
と
年
平

均
降
水
鏡

一
般
的
に
高
度
と
降
水
最
の
関
係
は
一
一
次
山

線
的
に
a
一
品
さ
と
と
も
に
降
水
位
、
が
増
加
す
る
。

神
戸
市
の
よ
う
に
六
甲
山
地
を
管
山
に
も
つ
大
都
市
で
は
山
地

降
水
量
は
都
市
構
成
に
、
重
要
な
か
か
わ
り
を
も
っ
。
神
戸
市

域
と
近
郊
地
の
累
年
一
平
均
降
水
量
と
高
度
と
の
関
係
を
関
川
に

一
部
す
。
摩
耶
山
、
再
度
山
、
小
部
を
除
外
し
た
場
合
の
相
関
は

良
好
で
あ
る
。
六
甲
山
で
は
、
標
高
一

0
0
メ
ー
ト
ル
未
満
の

地
域
の
約
一
・
六
倍
の
年
緯
水
設
が
あ
る
。

前
記
の
一
一
一
地
点
は
地
形
特
性
に
よ
り
、

や
や
兵
な
る
傾
向
を

ほI101 

も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
地
形
に
よ
っ
て
風
の
収
れ
ん
域
や

発
散
域
が
複
雑
に
変
化
す
る
か
ら
、
高
度
と
降
水
没
の
関
係
に

お
い
て
特
異
点
は
存
在
す
る
。

高
度
と
日
降

水
震
の
槙
値

図
川
に
各
地
、

日
降
水
量
の
過
去
、
第
一
位

か
ら
第
一
一
一
位
ま
で
の
顕
著
な
大
雨
時
で
の
い
品

度
と
降
水
量
と
の
関
係
を
示
す
。
こ
れ
ら
の
閣
は
必
ず
し
も

同
一
の
降
雨
で
は
な
い
。

し
か
し
、
第
一
位
は
一
六
地
点
の
う

320 神戸の気候・水・大気第五本
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6日0-1 ・燦~~山

400 
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300 

200・ 

の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
昭
和
十
三
年
七
月
豪
雨
の
日
最
大
降
水
量
と
高
震
と
の
関
係
を
図
問

し
か
し
、
除

70日目

800・ 

9CO 

500 

異
な
る
こ
と
に
よ
る
。

高度ーと自殺大

降水量
(!ff{手n13年7月後rmの降水殻）

関 102

ち
、
八
地
点
が
昭
和
十

（
一
九
三
八
）
七
月
の
去

雨
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
六
甲
山
、
摩
耶
山
の
よ
う

に
六

0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
震
の
あ
る
地
点
で
も
、

低
高
度
地
点
の
降
水
設
を
下
回
る
こ
と
も
少
な
く
な

ぃ
。
こ
れ
は
、
特
定
の
降
雨
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時

々
の
気
象
パ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
地
形
特
性
の
効
果
が

に
示
す
。
高
原
、
気
象
台
、
御
影
、
間
宮
、
須
燐
の
五
地
点
を
除
外
す
る
と
両
者
の
関
係
は
一
一
次
曲
線
に
の
る
。

気候の経ff::変化と気象特性の地域分布

上
の
見
地
で
は
特
別
の
配
慮
が
必
姿
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

外
し
た
五
地
点
の
降
水
量
が
高
度
に
関
係
な
く
大
き
な
鑑
に
達
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
特
定
の
豪
雨
に
関
し
て
は
、
防
災

4 

異
常
な
気
象
観
測
値

な
く
経
済
な
ど
多
く
の
分
野
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

わ
が
国
で
は
昭
和
五
十
五
年
ご
九
八
O
）
に
入
っ
て
か
ら
、
夏
季
の
不
服
な
天
投
が
目
立
ち
、
農
業
ば
か
り
で

ま
た
、
最
近
は
大
気
中
の
一
一
酸
化
炭
素
濃
度
の
増
加
が
気

異
常
気
象

の
出
現

候
を
変
え
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
、
託
会
の
異
常
気
象
に
対
す
る
関
心
は
強
い
も
の
が
あ
る
。
近
年
、
世
界
の
気
肢
は

第二節

変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
折
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
に
は
今
欧
紀
最
大
と
い
わ
れ
る
メ
キ
シ

自然・ 1考古歴史編 i32工



コ
の
エ
ル
チ
チ
ョ
ン
火
山
噴
火
や
、
大
規
模
な
エ
ル
ニ
l
ニ
ョ
現
象
が
発
生
し
、
社
会
的
に
も
兵
常
気
象
に
つ
い
て
の
関
心
が

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
神
戸
海
沖
気
象
台
の
観
測
値
の
中
か
ら
異
常
値
を
検
出
し
、
過
去
の
経
過
を
明
ら
か
に
す
る
。

日
最
高
・
最
低

気
温
の
異
常
値

川
公
刊
に
各
地
の
日
最
高
気
温
の
累
年
上
位
五
件
値
を
が
す
。

最
も
高
地
を
観
測
し
た
の
は
昭
和
二
十
年

九
四
五
）
一
二
削
の

mm0
・
五
位
で
あ
る
。
内
陸
盆
地
性
の
高
温
で
あ
る
が
神
戸
市
域
で
も
北
神
地
域
の

一
部
で
同
様
の
傾
向
を
一
爪
す
所
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
六
甲
山
は
涼
し
く
過
去
最
高
で
も

一
・
五
度
で
神
戸
市
域
で
は
最
も

低
潟
で
あ
る
。

表
川
刊
に
令
地
の
日
最
低
気
掃
の
県
年
下
位
五
件
値
を
示
す
。
最
低
気
温
が
最
も
す
川
い
の
は
須
際
の
マ
イ
ナ
ス
五
・
六
度
で
あ

り
、
山
市
街
地
で
は
マ
イ
ナ
ス
一

O
皮
を
超
え
る
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
は
海
に
一
容
近
く
高
い
水
温
の
た
め
気
瓶
の
低
下
が
秋

化
さ
れ
る
こ
と
と
南
出
す
る
斜
而
で
太
陽
熱
効
果
が
良
い
た
め
で
あ
る
。
最
低
気
瓶
は
、

や
は
り
六
叩
山
で
昭
和
十
九
年
（

九
四
四

一O
度
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
の
第
二
位
は
γ

イ
ナ
ス
一
四
度
で
あ
る
か
ら
マ
イ
ナ
ス
二

O
度
は
級

一
月
に
マ
イ
ナ
ス

め
て
異
常
な
低
潟
と
考
え
て
よ
い
。

自
殺
大
風
速

の
異
常
値

「
台
風
五

（
一
九
五
三
年
一
五
号
台
風
）
の
よ
う
な
熊
野
灘
北
上
型
の
や
印
刷
で
は
強
い
北
風
、

す
な

わ
ち

J
ハ
巾
お
ろ
し
L

と
な
る
。

表
川
町
に
日
最
大
風
速
の
累
年
上
位
十
件
値
を
示
す
。
気
象
台
で
の
平
均
最
大
風
速
の
第
一
位
は
一
一
一
一
一
一
・
四
メ
ー
ト
ル
／
秒
で

あ
る
。
同
じ
く
最
大
瞬
間
風
速
は
四
人
・
五
メ
ー
ト
ル
／
秒
で
あ
る
。
神
戸
市
南
部
で
の
最
大
風
速
の
発
生
に
は
、
次
の
一
一
一
つ

の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

①
 
冬
季
の
間
か
ら
北
寄
り
の
季
節
風
。
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第二節気候の経年変化と気象特性の地域分布

表 39 1:1最高気lilit上位 Sf'！二似
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表 40 El段低気温下位5件似
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今
J

“－

－

－

－

 

w
b
勾

δ
F
5
0
4
δ

4

・
r
D
2
d
r
b

戸、JV
ハU
F
り

の

邑

．

．

．

．

 

今

ru
今
‘

υ
μ

、un
λ
U

1

1
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最大風速の記録

（神戸海洋気象台の観抑rn前〉

絞大瞬間
風向迷

m/s 

f
b

岡、ν
o
o
q
J
今

必

勾

δ

ハu
n

u

nヲ
回

コ

向

t

n

O

A
“T
r
3
n
y

’i
ハU
H
3
回
、
以
々

J

A
守

λ
守

内

δ

今、

υ

勾

J

4

・
A
守

今

J

4

J

勾

δ

E

W

W

W

E

 

E
臼

N

S

S

S

N

E

E

N

S

N

S

W

S

N

N

N

N

 

4

0

3

4

0

8

8

7

5

7

 

2
U

ハU
Q
J
n
j
n
J
r
o
r
O

戸、d

戸、d
d

斗

今、

υ

弓‘υ

弓‘υ
内
，
ゐ
今
〆
“
何

fu
勾’
i

“

司

，

ム

司

J
“

内

ノ
M

B

W

W

E

B

 

B

N

S

E

S

N

B

N

 

N

S

N

S

N

S

N

N

N

N

 

発生原悶

1967 7 9 319.4 梅雨前線

2 1938 7 5 270.4 梅雨前線

3 1945 10 9 262.8 阿久桜台風

4 1965 9 14 219.4 台風6524~号

5 1910 9 7 199.4 秋雨il甘線

② 

台
風
に
よ
る
暴
風
。
台
風
が

平均最大
Iii¥¥ I勾iili
m/s 

表 41

台風名

6420 

5313 

5817 

6207 

4411 

日降水最上位 5{4ドif[(

（神戸海洋気象台の観iJll所長）

l日降水量｜
m立1

表 42

順位l発生年月日

問
、
北
方
向
を
通
過
す
る
と
南

寄
り
の
問
問
。
南
、
東
を
通
過
す

る
と
北
怒
り
の
風
。

③ 

低
気
圧
や
前
線
に
よ
る
強
風
。

9 3 

9 10 

9 26 

9 18 

9 16 

9 25 

9 25 

8 25 

7 27 

8 7 

1950 

1965 

1959 

1945 

1961 

1964 

1953 

1958 

1962 

1944 

－A
今

4

1

U

A斗
ι

州、u
f
h
u
n／

n
δ
o
z
J
n
uー

日
本
海
低
気
圧
で
南
寄
り
の
風
。

前
線
通
過
に
よ
る
突
風
。

①
に
属
す
る
聞
か
ら
北
寄
り
の
強

聞
に
発
生
し
て
お
り
、
十
二
月
か
ら
一
一
一
月
ま
で
に
最
も
多
い
。
風
速
は

風
は
十
一
月
中
旬
か
ら
四
月
下
旬
の

ニ
0
メ
ー
ト
ル
／
秒
を
超
す
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
い
。
②
に
属
す
る
も

の
は
表
れ
に
示
し
た
よ
う
に
上
位
一

O
位
は
す
べ
て
台
風
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
上
位
に
属
す
る
つ
シ
ェ

l
ン
」
「
六

ヨ王

「
枕
崎
」
「
第
一
一

四一一

O
号
L

は
大
阪
湾
を
北
上
し
た
り
、
神
戸
に
接
近
し
た
凶
寄
り
の
コ

l
ス
を
通
過

の
古
川
潮
災
害
の
経
験
に
よ
り

し
た
の
で
、
大
き
な
高
潮
災
申
告
を
引
き
起
こ
し
た
。
神
戸
市
で
は
「
六
間
二

O
号
」
「
六
五
一
一
一
二

大
防
潮
堤
の
建
設
工
事
を
行
い
現
在
で
は
、

ほ
と
ん
ど
完
成
し
伺
程
度
の
高
潮
は
十
分
に
防
御
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

自
降
水
畿

の
異
常
値

降
水
現
象
は
気
象
要
素
の
な
か
で
も
異
常
性
に
富
む
も
の
で
、
変
動
は
激
し
い
。
神
戸
市
で
の
過
去
の
気
象
災

の

る
も
の
は
、

異
常
な
豪
雨
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

表
川
町
に
累
年
の
日
昨
水
最
の
上
位
五
件
艇
を
一
爪
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す。
日
降
水
量
が
一

0
0ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
趨
す
大
雨
は
五
月
中
旬
か
ら
十
月
上
旬
の
間
に
発
生
し
て
お
り
、
重
大
な
災
害
と
な

っ
た
も
の
は
梅
雨
前
線
や
台
風
、
ま
た
は
そ
の
複
合
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
例
外
と
し
て
昭
和
二
十
五
年
（

九
五
O
）
一
一
一
月
七

臼
の
一
一
七
・

7
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
降
雨
は
季
節
は
ず
れ
の
瓶
一
援
前
線
に
よ
る
大
雨
で
六
甲
高
山
敏
物
閣
で
は
ニ
四
九
ミ
リ
メ

i
ト
ル
を
観
測
し
、
同
時
点
で
は
開
設
以
来
の
記
録
と
な
っ
た
。
神
戸
海
洋
気
象
台
で
の
最
大
日
降
水
量
は
一
一
一
一
九
・
四
ミ
リ

で
あ
り
、

年
七
月
豪
雨
の
時
に
発
生
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
値
は
年
降
水
最
の
二
一
一
一
%
に
も
相
当
す
る
。

昭
和
四

豪
雨
が
い
か
に
気
ま
ぐ
れ
な
、
す
ご
い
降
り
方
を
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
。

気伎の絞年変化と気象特性の地域分布

一
一
雨
降
水

己
表

吾一

0
2

雨
降
水
設
と
は
原
悶
を
一
に
す
る
連
続
し
た
降
雨
の
降
り
始
め
か
ら
降
り
終
り
ま
で
の
降
水
量
を
い
う
。

か
し
、
原
悶
が
重
合
し
た
時
や
中
休
み
が
あ
っ
た
時
に
は
、
人
に
よ
っ
て
判
断
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
六
甲

山
地
の
よ
う
な
崩
壊
し
や
す
い
地
形
を
も
っ
神
戸
市
で
は
山
地
崩
壊
の
政
接
夜
間
と
な
る
綬
時
間
豪
雨
に
先
行
す
る
積
算
雨
量

の
多
少
が
災
害
と
定
要
な
か
か
わ
り
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
観
点
か
ら
一
雨
降
水
量
の
定
義
を
次
の
よ
う
に
設
定
し
て
、

気
象
台
の
八
五
年
間
の
日
値
か
ら
、

一
雨
降
水
記
録
を
抽
出
し
た
と
こ
ろ
一
一
一
一
一
例
を
得
た
。
そ
の
う
ち
の
上
位
一

O
件
を
表

日
刊
に
示
す
。

一
雨
の
定
義
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①

1
3
t－
 

E
R
E
5
カ

、
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
降
水
、
ま
た
は
無
降
水
が
二
日

連
続
し
て
も
降
水
は
中
断
し
な
い
。
命

①
の
条
件
が

日
続
い
た
時
は
一
雨
は
終
了
す
る
。
窃

①
②
の
条
件
に
よ
る
総
枠

レ
A
J弘一代
f
h’

1
，
ム
V
J
8
1
J
J
4
h

、
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
連
続
降
水
に
限
定
す
る
。

第二節

こ
の
結
果
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
七
月
豪
雨
に
よ
る
六
一
一
二
・
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
が
第
一
位
と
な
っ
た
。
こ
の
一
雨

降
水
は
六
月
十
九
日
か
ら
七
月
十
二
日
ま
で
の
ニ
四
日
間
に
わ
た
っ
て
い
る
。
大
災
害
と
な
っ
た
七
月
九
日
に
先
立
つ
八
日
ニ

自然・考古！援史編 1

し

32ラ



-F日Jl:t.JJz立己 Jlii

({J/IJ二｛海llュ気象台の縦波1!{110

表 43

i
 

t
3
 

4
 

1
4
q
r
u
勺

δ

A

B

〈
d

r

D

7

’
o
O

ハV

ハUー

!!l!Md!l'i降水期間記録

（神ji海洋気象台のMl社!IHI(()
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表 44

1. 5 

1. 3 

1. 6 

1. 4 

1. 8 

0. 9 

1. 9 

1. 2 

0.6 

1. 2 

ハU
O
O
A
V

〈
d
n
y
r
o
n
J
r
D
4
a
r
o

－
 

十
四
時
ま
で
に
こ
六
一
・
…
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
前
期
昨
雨
が
あ
っ
た
。
こ
の
上
に
、
九
日
一
六
時
か
ら
一
七
時
の
間
に
、
六
九

j甘！

1967 6 19～ 7 12 

1965 9 6～ 9 17 

1963 4 30～ 6 13 

1961 6 23～ 6 29 

1938 6 29～ 7 14 

1969 6 12～ 7 11 

1954 6 18～ 7 10 

1905 6 10～ 7 6 

1957 6 26～ 7 28 

1945 10 3～10 11 

日斗
U
Hい

－
A

フ
“
弓
δ

4

B

戸、d
A
U

勺
’

o
o
nッ

n
v

ー

・
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
涙
雨
が
あ
り
一
挙
に
大
災
害
と
な
っ
た
。
前
期
降
雨
に
つ
い
て
の
認
識
が
神
戸
市
に
と
っ
て
い
か
に
重

要
か
が
わ
か
る
。

雨
季
連
続
無

降
水
記
録

今’

h

d
守

今

4

ハU
r
n
V
1ょ

n
y
r
h
u
o
o
t
i

－

－

－

 

日数

4ι

フ
“
く
υ

円

／

ぷ

U

円
U

勾

δ

勺
’

1
u
nツ

q’
白

唱

BB企

A

品
，
，
Ba

勾‘
υ
今

J
u
q
f
u
今
、

ν

降水設

622. 5 

543. 1 

536. 9 

512. 7 

511. 4 

500. 5 

491. 6 

480.6 

471. 5 

463. 5 

1111'.iill: 

)VJ 

1979 7 18～ 8 20 

1945 7 22～8 24 

1942 7 3～ 8 5 

1964 7 20～ 8 21 

1923 7 18～ 8 18 

1939 8 9～ 9 8 

1947 8 2～8 28 

1904 7 31～ 8 26 

1965 7 26～ 8 20 

1903 8 5～ 8 30 

う
で
あ
る
。

機
が
い
用
水
を
は
じ
め
、
水
需
裂
が
多
く
な
る
六
月
か
ら
九
月
の
間
で
の
連
続
無
降
水
の
記
録
は
、
次
の
よ

連
続
無
降
水
期
間
の
定
義
は
、

日
降
水
肢
が
、

日数

4

4

4

3

2

1

A

7

7

6

6

 

9
3
2
υ

う

δ

今

δ

4

0

司
、

υ
令
，
，
“
今
，

h

？
白
フ
ω

一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
米
満
の
日
が
一
一
一
日
連
続
し
て
も
無
降
水
は
中
断
せ
ず
問
日

順f立
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は
な
ら
な
い
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
結
果
、

以
上
続
い
た
時
に
中
断
す
る
と
し
た
。
こ
れ
は
、
子
天
が
続
い
て
い
る
時
は
、
わ
ず
か
の
雨
量
は
初
期
旧
制
ふ
人
と
な
り
水
資
源
と

一
O
M以
上
連
続
し
た
事
例
は
八
五
年
間
に
一

O
O例
あ
り
、
そ
の
う
ち
上
位
一

O

位
を
表
M

刊
に
示
す
。

第
一
位
は
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
じ
九
）
七
月
十
八
日
か
ら
八
月
二
十
日
ま
で
の
一
一
一
回
目
で
あ
り
、
そ
の
問
、

ル
米
満
の
降
水
口
μ
数
は
一

0
日
間
、
総
降
水
設
は

i

J

j

／

7
〉
コ
：
0

2
ミ
リ
メ

l
ト
パ
て
友
ィ
犬

気伎の経年変化と気象特性の地域分；（μ第二節

一
ミ
リ
メ

l
ト
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第
三
節

水
質
・
大
気
・
地
下
水

水

質

の

変

化

神
戸
の
水
域

神
戸
の
水
域
は
六
甲
山
地
に
よ
っ
て
大
き
く
一
一
一
分
さ
れ
て
お
り
、
河
川
の
ほ
と
ん
ど
が
六
叩
山
地
の
筏
流
を

源
流
と
し
て
い
る
。

六
叩
山
地
の
南
側
に
は
東
聞
に
細
長
く
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
市
街
地
を
ぬ
っ
て
大
阪
湾
に
注
ぐ
約
一
一

O
の
中

小
河
川
が
あ
る
。
こ
の
水
域
を
都
市
河
川
水
域
と
呼
ん
で
い
る
。
六
甲
山
地
の
北
側
は
主
と
し
て
丘
陵
地
と
農
地
か
ら
な
っ
て

し

じ

み

お

う

ご

お
り
、
こ
の
間
を
ぬ
っ
て
有
馬
川
や
布
野
川
な
ど
武
路
川
の
支
流
と
、
忠
染
川
や
淡
河
川
な
ど
加
古
川
の
支
流
が
流
れ
て
い
る
。

こ
の
水
域
を
北
神
水
域
と
呼
ん
で
い
る
。
六
甲
山
地
の
間
側
は
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
と
農
地
か
ら
な
っ
て
お
り
、
播
磨
灘
に
注

ぐ
明
石
川
な
ど
の
河
川
が
あ
る
。
こ
の
水
域
を
西
神
水
域
と
呼
ん
で
い
る
。

つ
ぎ
に
湖
沼
を
み
る
と
、
北
神
水
域
の
北
東
端
に
神
戸
市
の
上
水
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
千
苅
水
源
池
が
あ
る
。
ま
た

ど
ん
ど

北
神
水
域
の
凶
端
に
は
多
目
的
ダ
ム
の
呑
吐
ダ
ム
が
あ
り
、
都
市
河
川
水
域
の
生
間
川
の
上
流
に
は
良
好
な
水
質
で
著
名
な
布

引
水
源
池
が
あ
る
。
布
引
渓
流
は
、
環
境
庁
が
名
水
百
選
の

つ
に
指
定
し
て
い
る
。
新
淡
川
の
上
流
に
は
烏
原
川
を
源
流
と

328 神戸の気候・水・大気第五7与
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第三節

A 

す
る
烏
原
水
源
池
が
あ
る
。
聞
神
水
域
に
は
近
位

以
来
の
水
利
改
良
に
よ
っ
て
、
数
多
く
の
潟
池
が

築
造
さ
れ
て
お
り
、
岩
間
・
神
山
地
区
は
、

的
に
み
て
も
有
数
の
潟
池
地
帯
に
な
っ
て
い
る
。

神戸の水j或と BODMIC昭和160年）

神
戸
市
全
体
で
は
昭
和
六
十
二
年
現
在
、

／＼ 。

一
一
の
溜
池
が
あ
る
。

神
戸
の
海
域
は
大
板
湾
の
尚
北
部
に
位
設
し
、

明
石
海
峡
に
よ
っ
て
播
磨
灘
に
通
じ
て
お
り
、
部

部
海
域
（
A
類
裂
海
域
）
、
神
戸
港
海
域
（
B
類
型
海
減
）
、

東
部
海
域
（
C
類
型
海
域
）
の
、

一
つ
に
分
け
ら
れ

る
。
神
戸
港
海
域
の
聞
積
は
約
九

O
O
O
ヘ
ク
タ

阪 103

ー
ル
で
大
翫
湾
の
一
出
肢
の
約
六
%
で
あ
る
。
大
阪

湾
奥
部
に
続
く
東
部
海
域
は
、
阪
神
工
業
地
殺
と

接
し
て
お
り
、

ま
た
埋
め
立
て
に
よ
る
人
工
島
に

関
ま
れ
た
閉
鎖
性
水
域
で
あ
る
。
明
石
海
峡
に
統

く
間
部
潟
域
は
、
阪
神
間
で
唯
一
の
海
水
浴
場
の

あ
る
須
磨
海
岸
を
中
心
に
漁
業
や
レ
ク
リ
エ

i
シ

自然・考古歴史編 I329 
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iら

次
第
に
改
持
さ
れ
る
傾
向
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。

引hii,,,_, 

ョ
ン
の
肌
切
に
な
っ
て
い
る
。
海
域
の
水
質
を
み
る
と
、
神
戸
港
海
域

と
東
部
海
域
は
陸
水
の
影
響
を
受
け
や
す
く
あ
ま
り
良
好
な
水
質
と

は
い
え
な
い
が
、
四
部
海
域
は
淡
路
島
東
洋
を
北
上
し
て
く
る
清
浄

許可川の；j＇（質 (IうOD{!IOの舵移

な
外
洋
水
の
影
響
も
受
け
て
い
て
水
質
も
良
好
で
、
生
物
に
と
っ
て

も
よ
い
生
息
環
境
と
な
っ
て
い
る
。

河
川
の
水
質

昭
和
一
一
一
十
年
代
の
高
度
経
済
成
長
政
策
に
よ
る
工

c/i 58 ひ7'.>6 o＇》54 。3"' ol 5り19 
O・ 

場
の
立
地
や
市
民
生
活
の
向
上
に
伴
う
洗
剤
な
ど

を
含
む
生
活
排
水
の
噌
加
、
昭
和
四
十
年
代
の
急
激
な
宅
地
開
発
、

河
川
改
修
工
事
、
海
而
の
郎
一
め
立
て
な
ど
に
よ
っ
て
、
河
川
、
湖
沼
、

｜式I104 

海
の
水
質
は
著
し
く
劣
悪
化
し
た
。
自
然
界
で
の
水
質
’
H
浄
機
能
が

損
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

都
市
河
川
の
場
合
、
水
質
感
化
の
主
な
原
図
は
生
活
排
水
の
増
加

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
下
水
道
の
殺
俄
の
進
肢
と
と
も
に
水
質
は

し
か
し
、
宅
地
開
発
と
下
水
道
整
備
と
が
整
合
的
に
行
わ
れ
て
い
な
い
地

域
の
河
川
で
は
、
な
お
汚
渇
の
程
度
合
同
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
昭
和
四
十
年
代
の
凶
北
神
の
河
川
の
水
質
汚
掲
の
主
な
原
悶

っ
水
質
汚
濁
防
止
法
L

の
施
行
に
よ
っ
て
、
捌
山
山
水
に
対
す
る
規
制

が
強
化
さ
れ
河
川
の
水
質
は
向
上
し
た
が
、

は
、
議
政
・
酪
山
民
経
営
に
伴
う
排
水
が
原
因
で
あ
っ
た
。ガ

規
制
の
対
象
外
で
あ
る
宅
地
開
発
に
伴
う
生
活
系
排
水
に
よ
る
汚
潟
の

h こ
の
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問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
河
川
の
水
質
は
昭
和
六
十
年
に
は
、
凶
問
の
よ
う
に
昭
和
田
十
二
J
凹
十
四
年
に
比
べ
多
く
の
、
測
定

個
所
で
大
幅
に
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
。
汚
潟
の
代
表
的
指
様
で
あ
る
B
O
D
（
生
物
化
学
的
鮫
京
市
賞
求
放
）
値
で
み
る
と
昭
和
四

十
二
年
か
ら
四
十
四
年
一
平
均
で
明
石
川
一
路
・

0
（
ミ
リ
ノ
グ
ラ
ム
／
J
）
、
生
間
川
五
七
・

O
、
妙
法
寺
川
五
七
・

O
で
あ
っ
た
も

の
が
、
六
十
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ

了
六
、
一
一
了
。
と
な
っ
た
。
六
甲
山
の
渓
流
の
場
合
は
、
昭
和
四
十
六
年
ご
ろ

一一・

O
、

向
上
の
ホ
テ
ル
、
保
養
所
な
ど
か
ら
の
排
水
に
よ
っ
て
水
質
の
感
化
が
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
七
年
に
こ
れ
ら
の
施
設
と
の
水

質
汚
濁
防
止
協
定
の
締
結
に
よ
っ
て
、
水
質
の
改
諮
問
が
凶
ら
れ
た
。
住
吉
川
上
流
の
閉
山
谷
川
で
は
B
O
D
値
が
昭
和
閉
十
七

年
五
・
五
で
あ
っ
た
も
の
が
、
六
十
年
に
は
一
－

O
と
な
っ
て
い
る
。

湖
沼
の
水
質

湖
沼
・
溜
池
の
水
質
も
宅
地
開
発
な
ど
に
よ
っ
て
忠
化
し
た
。
特
に
烏
原
水
源
地
の
場
合
、
烏
原
川
の
上
流

部
で
の
宅
地
造
成
に
よ
っ
て
汚
持
が
抱
一
み
、

C
O
D
（
化
学
的
鮫
緊
要
求
泣
）
債
が
昭
和
四
十
年
代
後
半
に
は
八

0
ミ
リ
グ
ラ
ム
／

rと
な
り
、

時
期
水
道
水
と
し
て
の
取
水
を
停
止
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
下
水
道
の
整
備

に
よ
り
水
質
は

。
・
0
限
度
ま
で
改
議
さ
れ
、
取
水
が
内
閲
さ
れ
た
。
布
引
水
源
池
の
水
質
は
、

0
・
五
以
下
の
良

水1i1・大気・地下水

好
な
水
一
回
を
保
っ
て
い
る
。

ま
た
、
千
苅
水
源
池
も

。
以
下
の
良
好
な
水
質
を
保
っ
て
い
る
。

海
域
の
水
質

海
域
も
流
入
河
川
の
水
禁
悪
化
や
臨
海
部
の
工
場
か
ら
の
排
水
に
よ
っ
て
水
質
思
化
が
進
行
し
た
。
こ
と
に

昭
和
四
十
五
年
ヨ
時
の
兵
隙
運
河
の
水
質
は
、

C
O
D
値

ハ
ミ
ヲ
グ
ラ
ム
／

t
、
D
O
（
溶
存
駿
潔
盆
）
値
は

O
と
な
り
、
っ
化
の
運
河
L

と
さ
え
い
わ
れ
た
。
須
勝
海
水
浴
場
で
も
、
油
の
流
入
な
ど
の
原
因
に
よ
っ
て
昭
和
四
十
三
年
に
は

第三節

c
o
p伎
が
六
・

O
に
な
り
、
海
水
浴
場
と
し
て
の
存
続
も
危
ぶ
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
下
水
道
の
整
備
や
公
害
対
策
の
進
展
な

ど
に
よ
っ
て
、
水
質
の
改
議
が
進
ん
だ
。
須
際
海
水
浴
場
の
C
O
D
偵
を
み
て
み
る
と
、
昭
和
田
十
六
年
一

、
凹
十
八
年

自然・与：t;！援5と綴I33! 
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0
・
八
に
改
昔
汗
さ
れ
た
。

し
か
し
、
生
活
排
水
、
工
場
排
水
の
部
か
ら
の
海
水
の
水
質
へ
の

影
響
は
小
さ
く
な
っ
た
も
の
の
、
昭
和
五
十
年
ご
ろ
か
ら
赤
潮
が
神
戸
海
域
に
も
発
生
す
る

よ
う
に
な
り
、
漁
業
や
須
磨
海
氷
浴
場
に
も
影
響
を
与
え
た
。
そ
の
た
め
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス

の
設
置
な
ど
に
よ
っ
て
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
抜
本
的
な
解
決
策
が
な
い
ま
ま
現
在
に
い

た
っ
て
い
る
。

水
質
の
忠
化
に
対
処
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
六
年
「
水
質
汚
消
防
止
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。

神
戸
市
で
は
他
の
郎
市
に
先
が
け
て
四
十
七
年
「
人
間
環
境
都
市
宣

を
行
い
、

「
巾
叩
a

4
4
B
 

戸
市
民
の
環
境
を
ま
も
る
条
例
L

を
制
定
し
て
公
害
対
策
の
基
本
と
し
、
環
境
の
改
善
に
努

｜ヌ1105 

め
て
き
た
。

な
お
水
質
で
は
従
米
の
物
思
化
学
的
汚
潟
指
標
に
加
え
、
日
本
で
最
初
の
生
物

的
指
標
を
導
入
し
た
。

水
環
境
と

生
物

生
物
に
と
っ
て
、
水
環
境
は
人
間
に
と
っ
て
の
住
環
境
と
同
様
大
切
な
も
の

で
あ
る
。
生
物
指
標
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、
生
物
が
水
質
の
良
否
を
判
定
す
る

目
安
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
生
物
が
生
息
で
き
る
水
環
境
を
整
備
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。

河
川
も
水
質
の
凶
復
と
と
も
に
、
そ
こ
に
生
息
す
る
魚
の
種
類
も
多
少
増
加
し
た
が
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
や
河
床
で
は
、

生
物
に
と
っ
て
良
好
な
環
境
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
五
十
年
代
の
前
半
に
、
住
吉
川
、
都
賀
川
、
生
間
川
な
ど

を
市
誌
の
水
辺
と
し
て
指
定
し
、
住
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
水
環
境
の
整
備
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
河
川
の
一
部
で
は
、
水

生
生
物
の
増
加
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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表 45

A類裂海域
年度
（昭和） 段高

29.0 

29.9 

29. 2 

段低

24.0 

23. 5 

23.2 

平均

24. 5 

25. 7 

26. 1 

最高

26.2 

28.6 

28. 7 

設｛氏

22. 5 

23.9 

23. 5 

25.3 

25.9 

24.6 

最低

夏
タミ-f' 

24.0 
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o
o
n
y
n
u
 

，、J
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h
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季

昭和61年度
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昭和56年度

CID 1夜祭は 7～9n. 
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〔C猿主主海域〕〔B類型海域〕 〔C類型海域〕 〔A類型海域〕 〔日類型，毎域〕

関 106 海水の透明度と盗分j辻

〔A類設海域〕

海
の
生
物
に
つ
い
て
は
前

述
し
た
が
、
こ
こ
で
は
縄
水

環
境
と
生
物
と
の
関
係
を
述

べ
て
お
こ
う
。
生
物
環
境
か

ら
み
る
と
、
水
質
汚
濁
の
代

表
的
な
指
擦
で
あ
る
B
O
D
、

C
O
D
と
と
も
に
水
瓶
、
防
叩

分
濃
度
、
透
明
茂
、
成
質
な

ど
が
重
要
で
あ
る
。

水
温
は
気
温
の
変
動
か
ら

一
カ
月
遅
れ
で
変
動
す
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
特
に

東
部
海
域
で
は
他
の
海
成
よ

り
も
夏
は
暖
か
く
、
冬
は
冷

た
い
。
こ
れ
は
夏
に
は
暖
か

い
陸
水
の
、
冬
に
は
冷
た
い

陸
水
の
影
響
を
受
け
て
い
る

自然・考i1歴史書話 i333 



こ
と
に
よ
る
。

阿
部
海
域
は
よ
り
外
洋
水
の
水
温
に
近
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
神
戸
港
海
域
は
岡
部
海
域
と
東
部
海
域
の
小

間
的
な
数
組
に
な
っ
て
い
る
。
外
洋
水
の
氷
山
川
の
変
動
と
住
水
の
影
響
を
こ
う
む
っ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

一－u
L
j
h
く‘
1
4
ト
ム
、

村
九
百
／
／
川
仏
t
h
h
M
h
u
h

間
水
の
彩
山
小
川
を
大
き
く
受
け
て
い
る
京
部
海
域
は
低
ノ
＼

隙
木
の
拶
州
一
日
の
少
な
い
間
部
海
峡
は
a

川
ノ
＼

事I~

港
海
域
は
同
名
の
小
間
的
な
似
に
な
っ
て
お
り
、
各
海
域
で
の
生
物
相
も
、
兵
な
っ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
透
明
度
を
み
る
と
、
大
阪
湾
の
よ
う
に
広
栄
養
化
が
進
ん
だ
海
域
で
は
、
純
物
。
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
災
常
に

mMmし、

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
浮
遊
物
質
と
し
て
存
主
す
る
た
め
透
明
度
は
忠
く
な
る
。
変
則
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
呉
川
市
増
航
し
て
い
る
川

な
ど
、
全
海
域
で
透
明
度

J
二
度
（
一
メ
ー
ト
ル
が
一
度
）
の
時
が
あ
り
、
冬
期
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
増
舶
の
な
い
時
は
問
J
七

泣
の
時
が
あ
る
。
透
明
度
の
約

倍
の
深
さ
ま
で
が
有
光
間
と
さ
れ
て
お
り
、
光
合
成
に
よ
っ
て
生
息
し
て
い
る
付
器
部
類
や
、

そ
れ
を
捕
食
す
る
生
物
の
環
境
を
考
え
る
う
え
で
透
明
度
は
弔
慰
一
要
な
指
標
で
あ
る
。

ま
た

際
水
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
東
部
海
域
の
底
質
は
ヘ
ド
ロ
質
（
有
機
性
汚
濁
）
が
多
く
、
そ
の
な
か
の
生
物
も
汚
消

の
強
い
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。

同
に
行
く
に
つ
れ
て
良
好
な
底
質
（
砂
際
貿
）
と
な
り
、
多
く
の
’
民
生
生
物
が
生
息
し
、
そ
れ

を
陥
食
す
る
魚
知
な
と
も
般
か
に
な
っ
て
い
る
。

2 

大
気
質
の
変
化

大
気
汚
染
と

汚
染
物
質

大
気
は
窓
索
、
般
菜
、
炭
酸
ガ
ス
、

ア
ル
ゴ
ン
等
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
火
山
活
動
な
ど
の
自
然
現
象
や

人
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
広
・
消
費
活
動
に
伴
っ
て
発
生
す
る
種
々
の
汚
染
物
質
に
よ
り
、
化
川
子
的
・
物
別
内
的
に
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変
質
す
る
。
人
が
住
み
、
何
ら
か
の
活
動
を
す
る
所
で
は
、
汚
染
物
質
の
大
気
中
へ
の
排
出
は
避
け
ら
れ
な
い
。
自
然
界
に
は

雨
や
風
な
ど
に
よ
っ
て
、
多
少
の
汚
染
物
質
な
ら
こ
れ
を
稀
釈
、
拡
散
、
政
治
お
し
、
浄
化
す
る
作
用
が
あ
る
。
大
気
汚
染
の
間

題
は
、
大
気
の
も
つ
自
浄
作
用
の
限
界
を
越
え
て
汚
染
物
質
が
排
出
さ
れ
る
と
き
に
発
生
す
る
。

汚
染
物
費
の
発
生
源
は
、
工
場
、
ピ
ル

の
同
定
発
生
源
と
自
動
車
、
船
舶
等
の
移
動
発
生
源
に
大
別
で
き
る
。
神
戸
市
は

六
甲
山
地
に
よ
り
地
形
的
に
南
北
に
二
分
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
南
側
の
総
長
い
既
成
市
街
地
で
は
、
各
種
の
工
場
や
事
業
場
、

街
集
し
て
い
る
。

港
湾
関
連
施
設
、
幹
線
道
路
が
祭
出
す
る
な
ど
町
側
め
て
高
密
度
の
土
地
判
利
用
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
地
岐
に
先
生
源
が

水質・大気・地下水第三節

SOx排出蚤 4,978t/年 NOx排出鐙 I3,620t.年
（昭和60年） （昭和60年）

硫黄障を化物・後素酸化物の発生日if(
（神戸f!JJli：攻防，＼J,¥j千0

主
な
限
定
発
生
源
と
し
て
は
、
東
灘
区
か
ら
兵
庫
区
の
臨
海
zd
仰
の
欽
錦
、
造
船
、
食

料
品
な
ど
の
工
場
の
ほ
か
、
…
い
い
火
出
区
を
中
心
に
密
集
す
る
ゴ
ム
製
造
業
、
中
央
区
を
巾
l

心
と
す
る
ビ
ル
の
冷
暖
房
施
設
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
移
動
発
生
源
と
し
て
は
、
自
動
市

お
よ
び
神
戸
港
の
船
舶
が
あ
る
。

汚
染
物
質
に
は
一
次
汚
染
物
質
（
発
生
源
か
ら
被
援
排
出
さ
れ
る
も
の
）
と
二
次
汚
染
物

質
（
複
数
の
一
次
汚
染
物
質
が
太
陽
の
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
光
化
学
反
応
を
起
こ
し
生
じ
る
も

の
）
が
あ
る
。

広
域
的
な
大
気
汚
染
の
原
問
と
な
っ
て
い
る

次
汚
染
物
質
と
し

て
は
、
硫
黄
酸
化
物
（
S
O
X
）
、
内
部
～
素
般
化
物
（
N
O
X
）
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
（
S
P
M
）、

区I107 

一
酸
化
炭
素
（
C
O
）
な
ど
が
あ
り
、

ま
た
代
表
的
な
ニ
次
汚
染
物
質
と
し
て
は
光
化
学

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
（
O
X
－
－
）
が
あ
る
。
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い
ま
、
代
表
的
な
汚
染
物
質
で
あ
る
硫
黄
般
化
物
と
窓
素
酸
化
物
に
つ
い
て
発
生
源
別
に
抗
出
長
の
訓
合
（
昭
和
六
十
年
度
）

を
み
る
と
岡
山
の
よ
う
で
あ
る
。
伸
一
戸
の
仰
心
は
東
京
、
大
阪
な
ど
他
の
大
都
市
に
く
ら
べ
て
清
浄
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ

れ
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
発
生
源
か
ら
排
出
さ
れ
る
ぬ
々
の
汚
染
物
質
に
よ
っ
て
、
防
隊
雑
な
都
市
型
複
合
大
気
汚
染
の
状
況
か
｝
設
し

て
い
る
。

大
気
汚
染

の
調
査

tr!' 

』土

nr.; 
荊I

の
間
に
、
東
部
及
び
岡
部
の
海
而
一
部
に
五
円
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も

ベ
ド
！
？
＼
戸
r
h
H
i
コ
什
汁
！
ー

チ

j

；…，ノ，
r

i

Jん
？
k
行

γト↑一
i
l

お
よ
ぶ
大
規
棋
な
町
立
事
業
を
行
い
、

工
場
用
地
な
ど
を
生
み
出
し
、
ま
た
港
湾
関
連
施
設
を
弘
充
、
整
備
し

R

」

o

刀口

nμ

一一一
4

H
4不
…
ご
J
i

神
戸
製
鋼
所
は
東
部
開
立
地
第

工
区
（
二
回
ヘ
タ
タ
i
と
に
粗
鋼
年
生
産
一
二

O
O万
ト
ン
規
模
の
銑

鋼
一
貫
工
場
の
建
設
計
画
に
岩
手
し
た
が
、
そ
の
東
北
部
に
は
灘
の
酒
造
工
場
鮮
が
あ
り
、
灘
冗
郷
一
泊
造
組
合
か
ら
っ
伝
統
あ

る
銘
澗
酪
造
の
生
命
に
か
か
わ
る
問
題
」
と
し
て
、
必
い
反
対
の
戸
、
が
上
が
っ
た
。
当
時
、
多
く
の
市
民
に
と
っ
て
工
場
の
矧

は
繁
栄
の
象
徴
と
も
思
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
大
気
汚
染
の
問
題
が
市
民
の
関
心
を
集
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
た
め
、
神
戸
市
で
は
、
昭
和

if'. 

n 

っ
神
戸
市
川
閉
山
首
等
公
害
対
策
協
議
ん
ご
を
設
読
し
、
間
年
一
一
一
月
か

ら
実
態
調
五
を
開
始
し
た
。

昭
和
三
十
年
J
四
十
年

代
中
ご
ろ
の
大
気
汚
染

大
気
汚
染
の
状
況
は
、
発
生
源
と
汚
染
物
質
の
質
的
、
町
民
的
変
化
に
対
応
し
て
、
附
代
と
と
も
に
変

化
し
て
き
た
。

昭
和
三
十
年
代
以
降
、
わ
が
国
の
経
済
は
高
度
の
成
長
発
展
期
を
迎
え
、
技
術
平
一
粉
、
石
炭
か
ら
石
油
系
燃
料
へ
の
ェ
、
ネ
ル

ギ
l
転
換
、
産
業
構
造
の
高
度
化
・
大
規
模
化
な
ど
が
進
行
し
た
が
、
鉱
工
業
生
産
や
ェ
、
ネ
ル
ギ
i
消
費
設
の
急
激
な
伸
び
に

伴
し、

て
場
な
ど
か
ら
の
ば
い
燃
の
排
出
最
は
噌
加
し
、
全
悶
的
に
広
域
に
わ
た
る
大
気
汚
染
の
問
題
が
発
生
し
た
。
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昭
和
三
十
一
一
一
年
か
ら
四
十
五
年
（
い
わ
ゆ
る
「
公
得
烈
会
（
四
十
五
年
十
二
月
）
・
第
六
回
問
問
会
」
が
開
催
さ
れ
、
公
安
問
関
連
法
令
が
整
備

さ
れ
た
）
ご
ろ
ま
で
の
間
の
代
表
的
な
汚
染
物
質
は
、

工
場
や
ピ
ル
な
ど
か
ら
初
出
さ
れ
る
脱
出
い
す
す
・
ば
い
じ
ん
や
硫
黄
酸

化
物
で
あ
っ
た
。
特
に
昭
和
三
十
年
代
に
は
、
石
炭
だ
き
の
ボ
イ
ラ
ー
の
思
い
焼
、
鉄
鋼
業
の
赤
い
煉
（
磁
化
欽
）
が
み
ら
れ
、

市
民
の
苦
靖
の
原
因
と
な
っ
て
い
た
。

そ
し
て
昭
和
四
十
五
年
に
は
、
硫
黄
酸
化
物
濃
度
は
旧
環
境
基
準
（
悠
康
保
護
と
生
活
環
境
保
全
の
た
め
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
翠
ま

し
い
基
準
・
年
一
平
均
似
0
・
0
五
p
p
m
）
ぎ
り
ぎ
り
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

冬
の
問
問
の
弱
い
日
な
ど
に
は
思
い
ス
モ
ッ
グ

（
淡
燥
霧
）
が
発
生
し
、
犯
を
ど
ん
よ
り
と
お
お
い
視
程
、
が
忠
く
な
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

の
ち
に
昭
和
五
十
二

年
一
月
、
臨
海
高
工
業
地
域
の
一
部
が
公
窓
口
組
康
彼
害
補
償
法
に
も
と
づ
き
第
一
稲
地
紙
（
大
気
系
）
と
し
て
指
定
さ
れ
、
健
山
以

被
害
者
の
救
済
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
四
十
年
代
中
ご
ろ

か
ら
五
十
年
代
中
ご
ろ

昭
和
四
十
年
代
中
ご
ろ
か
ら
は
、
幹
線
道
路
の
沿
道
の
自
動
車
排
出
ガ
ス
（
一
般
化
政
策
な
ど
）

酸
化
物
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に
よ
る
汚
染
が
進
行
し
て
い
っ
た
。

水質・大気・地下水

こ
の
間
、
神
戸
市
で
は
法
律
レ
ベ
ル
で
の
規
制
体
系
の
整
備
に
先
立
ち
、
硫
黄
酸
化
物
排
出
肢
の
総
設
規
制
を
定
め
た
公
害

防
止
協
定
の
締
結
（
昭
和
四
十
五
年
）
、
「
神
戸
市
民
の
環
境
な
ま
も
る
条
例
し
の
制
定
（
四
十
七
年
）
な
ど
地
方
公
共
同
体
と
し
て
可

能
な
限
り
の
対
策
を
実
施
し
た
結
果
、
降
下
ば
い
じ
ん
、
硫
災
酸
化
物
の
い
ず
れ
も
、

四
十
五
年
ご
ろ
を
ど

i
ク
に
五
十
年
に

い
た
る
悶
に
急
激
に
低
減
し
て
い
っ
た
（
図
似
て

第三節

窒
素
酸
化
物
は
発
生
源
が
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
た
rU動
車
排
出
ガ
ス
の
汚
染
寄
与
度
が
大
き
い
た
め
、
自
動
車
交
通
設
の
地

加
と
と
も
に
、
幹
線
道
路
沿
道
で
二
酸
化
窒
素
〈
N
0
2
）
が
環
境
基
準
を
上
山
る
な
ど
、
汚
染
が
進
行
し
て
い
っ
た
。
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昭
和
間
十
五
年
七
月
、
東
京
都
杉
益

K
で
運
動
小
の
女
子
高
校
生
mm

人
が
突
然
、

目
、
が
ち
か
ち
か
す
る
、

の
ど
が
a

加
い
な

ど
の
症
状
を
訴
え
る
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
事
件
が
起
こ
っ
た
。
神
戸
市
で
も
昭
和
問
十
六
年
七
月
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
広
報
第
一

号
、
を
発
令
し
た
が
、

間
十
九
年
に
は
年
間
の
発
令
間
数
は
一
一
一
九
回
に
達
し
た
。

ま
た
昭
和
四
十
七
年
七
月
十
八
行
、

中
学
校
で
市
内
で
は
じ
め
て

高
人
の
生
徒
が
被
害
を
訴
え
た
。

そ
の
後
、

正
卜
二
年
ま
で
の
間
の
彼
容
崩
山
人
数
は
問

一
人
に
の
ぼ
っ
た
。

昭
和
五
十
年
代
・
中

ご
ろ
か
ら
現
在

自
動
車
排
出
ガ
ス
お
よ
び
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
の
ば
い
燃
発
生
施
設
に
対
す
る
規
制
の
段
階
的
強
化
、
二
度
に

わ
た
る
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
（
限
和
問
十
八
年
、
五
十
四
年
）
に
伴
う
事
業
者
の
省
ェ
、
ネ
ル
ギ
！
対
策
の
挑
進
な

ど
に
よ
り
、
大
気
汚
染
の
態
様
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど
の
微
沿
有
得
物
質

ま
た
、
水
銀
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
、

に
よ
る
大
気
汚
染
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

硫
黄
般
化
物
お
よ
び

般
化
炭
素
に
よ
る
汚
染
は
等
し
く
改
品
混
同
さ
れ
、

い
ず
れ
も
環
境
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
。
家
素
酸
化

’
如
却
や
i
h

、

e川
川
寸
ι
J
U証

一
般
環
庇
大
気
監
視
局
で
は
、
昭
和
四
十
年
代
後
半
か
ら
五
十
年
代
中
ご
ろ
ま
で
は
ほ
ぼ
横
ば
い
傾
向
を
示
し
て
い
た

水質・大気・地下水

が
、
五
十
五
年
度
に
環
境
基
準
の
上
製
以
下
の
レ
ベ
ル
に
な
り
、
そ
れ
以
降
徽
減
傾
向
で
推
移
し
て
い
い
ペ

し
か
し
、
幹
線
道

路
の
近
く
に
設
問
さ
れ
て
い
る
自
動
市
掛
出
ガ
ス
監
視
局
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
に
い
た
り
、

は
じ
め
て
環
境
基
準
の
上
限

を一
F
阿
っ
た
が
、

一
般
環
境
大
気
監
視
局
に
く
ら
べ
て
依
然
と
し
て
高
い
レ
ヘ
ル
で
批
移
し
て
い
る
。
浮
遊
粒
子
状
物
質
は
お

お
む
ね
漸
減
傾
向
で
推
移
し
て
き
た
が
、

郊
の
一
般
環
境
大
気
監
視
局
で
環
境
基
準
を
上
川
っ
て
い
る
。
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

第三節

の
発
生
状
況
は
気
象
条
件
に
た
お
さ
れ
る
。
昭
和
五
十
五
年
か
ら
五
十
七
年
は
三
年
続
き
の
冷
夏
と
も
い
わ
れ
、
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
広
報
の
発
A
V
m
m
数
は
減
少
し
た
が
、

五
十
八
年
以
降
は
一
円
び
増
加
額
向
を
示
し
て
い
る
。
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3 

地

ァド

神
戸
の
地

下
水

水
道
が
敷
設
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
廿
の
神
一
日
ノ
の
人
た
ち
は
、
生
活
用
水
に
主
と
し
て
井
戸
水
を
用
い
て
い
た
。

そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
、
山
司
会
刈
の
流
通
の
あ
る
池
表
聞
に
近
い
浅
層
地
下
水
で
あ
っ
た
。
井
戸
の
多
く
は
、
使

利
な
水
道
の
普
及
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

山
地
に
降
っ
た
雨
水
は
、

一
部
は
蒸
発
し
て
大
気
中
に
反
っ
て
行
く
が
、
そ
の
他
の
大
部
分
は
地
中
に
し
み
込
み
地
下
水
と

な
り
、
ま
た
、

し
み
込
む
こ
と
の
で
き
な
い
水
は
渓
流
と
な
っ
て
流
れ
下
る
。
山
麓
付
近
で
は
、
浅
層
の
地
下
水
お
よ
び
谷
川

の
水
は
互
い
に
通
じ
合
っ
て
い
て
、
雨
水
は
山
地
の
土
壌
で
ろ
過
さ
れ
て
清
澄
に
な
り
、
そ
れ
ら
は
同
じ
よ
う
な
化
学
的
水
質

に
な
っ
て
い
る
。
環
境
地
質
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
浅
層
地
下
水
お
よ
び
河
川
水
の
化
学
的
水
質
は
ほ
ぼ
同
様
の
も
の
に
な
る
の

が
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。

水質・大気・地下水

神
戸
市
域
の
地
下
水
に
つ
い
て
、
沖
杭
平
野
、
神
戸
間
群
、
大
阪
層
群
の
…
一
一
つ
の
地
域
を
と
り
、
水
質
と
地
質
と
の
関
係
、

水
質
、
成
分
な
ど
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

水
と
い
う
も
の
は
、

わ
れ
わ
れ
に
清
純
、
思
か
さ
、
冷
味
、
う
ま
味
、
尊
い
も
の
、
包
容
力
、
自
浄
力
、

コ
ウ
ベ
ウ
ォ
i

タ
！
と
宮
水

そ
し
て
急
な
流
れ
な
ど
の
よ
う
な
多
く
の
美
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
く
れ
る
。
古
よ
り
、

日
本
人
は
こ

第三節

の
よ
う
な
温
和
な
水
自
然
と
一
調
和
し
て
生
き
る
こ
と
に
よ
り
、
安
ら
ぎ
を
覚
え
、
そ
こ
に
閤
有
の
文
化
を
開
花
さ
せ
て
き
た
。

み
や
み
ず

コ
ウ
ベ
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
官
水
は
、
清
潔

茶
道
も
、
絵
画
も
、
庭
闘
も
、
料
川
崎
も
、
そ
し
て
淵
づ
く
り
も
す
べ
て
そ
う
で
あ
る
。

自然・考Ai絞R:.綴 ij4I 



で
山
は
か
な
町
と
し
て
、
と
も
に
神
戸
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
大
き
く
京
献
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

神
戸
に
寄
港
す
る
外
出
航
路
の
多
く
の
船
が
、
神
戸
の
水
は
お
い
し
く
て
、
そ
し
て
赤
道
を
越
え
て
も
腐
ら
な
い
の
で
、
競

っ
て
そ
の
水
槽
を
神
戸
の
水
で
満
た
し
て
行
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
祉
問
介
の
港
の
水
、
が
、
硬
度
が
高
過
ぎ
て
ま
ず
か
っ
た
り
、
あ

る
い
は
細
菌
、
が
い
て
．
不
潔
で
あ
る
場
合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
批
界
的
に
有
名
な
コ
ウ
ベ
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
、
布
引

渓
流
の
水
を
集
め
た
布
引
貯
水
池
か
ら
取
水
さ
れ
、
北
野
浄
水
場
を
経
て
港
の
船
舶
に
給
水
さ
れ
て
い
た
水
で
あ
っ
た
。
そ
の

布
引
貯
水
池
は
、
六
甲
花
こ
う
川
お
お
よ
び
布
引
花
こ
う
閃
緑
岩
よ
り
な
る
ふ
ハ
叩
山
地
を
集
水
域
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

澗
づ
く
り
の
成
功
の
鍵
に
は
、
米
、
酵
ほ
、
水
、
天
候
、
そ
し
て
人
の
技
術
の
五
要
素
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

日
本
計百

の
円
以
大
醸
造
地
は
、
灘
五
郷
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
阪
神
間
の
海
岸
に
沿
っ
て
武
路
川
以
西
の
今
津
、
間
宮
、
魚
崎
、
御
影
、
そ

し
て
西
郷
の
五
地
区
で
あ
る
。
こ
こ
で
つ
く
ら
れ
る
拠
は
、
古
く
は
江
戸
時
代
か
ら
、
灘
の
生
一
本
と
た
た
え
ら
れ
て
、
現
在

に
い
た
っ
て
い
る
。

日
本
一
ぬ
服
造
地
と
し
て
灘
五
郷
が
今
日
こ
の
よ
う
な
隆
盛
を
み
た
要
因
と
し
て
は
、
海
路
お
よ
び
陸
路
の
交
通
の
便
利
さ
、

し
し
八
ヲ
ド

ν

農
閑
期
に
丹
波
篠
山
あ
た
り
よ
り
六

mvを
越
え
て
灘
に
移
住
し
て
く
る
技
術
者
（
杜
氏
と
よ
ば
れ
る
）
の
優
れ
た
技
、

lj'I 

1'1~ 

阿
川
群
の
丘
陵
地
に
心
服
す
る
で
ん
粉
質
の
多
い
お
お
っ
ぶ
の
係
米
（
山
間
錦
と
呼
ば
れ
る
）
、
そ
し
て
用
水
と
し
て
の
官
水
の
優
秀
性

が
あ
げ
ら
れ
る
。

官
水
と
は
、
判
官
の
水
の
こ
と
で
、
凶
宮
神
社
の
ふ
民
陶
ガ
の

定
地
域
で
得
ら
れ
る
浅
間
服
地
下
水
の
こ
と
で
あ
る
。

一川以こ、

一，

t
t

秋
水
で
仕
込
ま
れ
た
澗
は
秋
に
な
っ
て
味
が
ダ
レ
た
り
、
熟
成
が
す
ぎ
て
秋
落
ち
し
や
す
い
が
、
宮
水
の
よ
う
な
硬
水
・
多
出

分
質
の
水
で
仕
込
ま
れ
た
棺
は
秋
に
一
段
と
呑
味
が
幣
い
、
味
も
ま
る
く
な
る
の
で
あ
る
。
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現
在
の
宮
水
井
戸
場
は
、
市
間
宮
神
社
の
東
南
方
の
久
保
町
お
よ
び
石
花
町
の
北
半
分
の
限
ら
れ
た
区
域
に
分
布
し
て
い
る
。

そ
の
ゅ
う
水
層
は
一
般
に
浅
く
、
地
表
下
四
な
い
し
六
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
。
こ
の
地
帯
の
浅
層
地
下
水
に
は
、
夙
川
系
お
よ
び

み

た

ら

し

御
手
洗
川
系
の
伏
流
水
に
間
宮
港
付
近
よ
り
く
る
少
川
氏
の
海
水
の
浸
透
水
が
微
妙
に
混
合
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

沖
積
平
野

の
水
質

六
甲
山
地
は
持
川
に
よ
っ
て
浸
食
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
送
り
出
さ
れ
た
砂
際
は
山
麓
に
扇
状
地
を
つ
く
り
、
そ
れ

ら
が
複
合
し
て
沖
積
平
野
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
。
前
記
の
灘
五
郷
は
、
ム
ハ

mv山
地
の
南
部
に
展
開
さ
れ
る
沖
間

平
野
に
あ
る
。
灘
五
郷
の
う
ち
、
御
影
、
魚
崎
お
よ
び
間
宮
の
三
郷
の
離
造
用
に
使
わ
れ
て
い
る
地
下
水
の
分
析
結
果
を
表
的

に
治
し
て
い
る
。
こ
の
間
宮
郷
の
水
が
官
水
で
あ
る
。

」
れ
ら
の
水
質
の
特
色
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

（ 

'---' 

カ
ル
シ
ウ
ム
・
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
カ
リ
ウ
ム
・

γ

グ
ネ
シ
ウ
ム
・
没
炭
酸
・
晦
素
・
硫
散
の
諸
イ
オ
ン
お
よ
び
ケ
イ
酸

の
総
合
有
泣
は
ん
え
溶
存
成
分
川
区
の
九
五
%
を
超
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
は
主
溶
存
成
分
と
み
な
さ
れ
る
。

ム
ヱ
溶
存
成
分
円
程
に
つ
い
て
は
魚
崎
・
御
影
・
凶
官
の
順
に
噌
加
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
が
、
各
地
域
の
組
成
比
は
五

水質・大気・地下水

い
に
よ
く
知
似
し
て
い
る
。

「＼

一一命

、、＿.／

徴
品
成
分
に
つ
い
て
は
各
地
区
に
比
較
的
大
き
な
濃
度
来
の
あ
る
も
の
が
多
い
。

リ
ン
駿
・
ボ
ウ

1

i

 

ハ
ナ
ジ
ウ
ム

－
ル
ピ
ジ
ウ
ム
・
セ
シ
ウ
ム
・
セ
レ
ン
な
ど
は
魚
崎
・
御
影
・
間
宮
の
加
に
増
加
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
特
色
は
、
こ
れ
ら
の
地
下
水
の
水
質
を
つ
く
り
上
げ
る
企
峻
が
す
べ
て
花
こ
う
岩
質
で
あ
る
こ
と
に
も
と
づ

問一山

労ヨニ.Llfl

い
て
い
る
。
こ
の
沖
積
平
野
の
表
閣
を
構
成
す
る
土
壌
は
、

し
て
透
水
性
の
比
較
的
良
い
花
こ
う
岩
質
の
細
砂
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
士
擦
を
帯
水
間
と
す
る
地
下
水
は
「
流
れ
る
水
」
で
あ
る
。
流
れ
る
水
の
水
質
は
比
較
的
安
定
し
て
い
て
、
地
域

自然・考古｝笠災者福 i343 



表 46 1111 '.f1'1平！野の水質

6. 8 (0. 3) 

(ppm) 281 ( 42) 同仰） 1307 附 I256 

カルシウム（Ca) (ppm) 42 (10) 29 (11) 51 (13) 42 

マ グ ネ シ ウ ム （Mg) (ppm) 5. 7 (1. 4) 3. 5 (1. 4) I 7. 3似） I s. 7 

ナ トリウム（Na) (ppm) 23 (6) 11 (3) 25 (6) 20 

カ リ ウ ム（K) (ppm) 6. 8 (2. 8) 2. 8 (1. 1) 9. 8 (1. 8) 6.9 

議 炭 酸（HC03)(ppm) 96 (14) 64 (5) 109 (27) 92 

K¥K 素（Cl) (ppm) 28 (10) 10 (5) 35 (14) 26 

｛日i 被（S04) (ppm) 40 (13) 17 (8) 39 (6) 33 

ケ イ 調査（Si02)(ppm) 22 (5) 15 (2) 25 (5) 21 

リ 、ノ 機（P04) (ppm) 0. 78 (0. 73) 0. 27 (0. 46) 4.4 (1.9) 2. 1 

j機 物（COD)(ppm) 0. 54 (0. 23) 0. 22(0.11) 1. 4 (0. 3) 0.80 

ストロンチュウム（Sr) (ppb) 194 (21) 91 (25) 270 (238) I 19s 

アルミニウム（Al) (ppb) 140 (35) 110 (19) 130 (21) 127 

災： 索（Br) (ppb) 78 (27) 34 (15) 86 (38) 68 

オミ ウ 家（B) (ppb) 44 (11) 21 (3) 72 (24) 49 

／、 リ ウ ム（Ba) (ppb) 41 (31) 27 (9) 15 (15) 26 

JiJi (Fe) (ppb) 15 (4) 11 (4) 30 (27) 20 

ヨ ウ 2長（I) (ppb) 10 (7) 4. 0 (2. 5) 18 (8) 12 

TIE 鉛（Zn) (ppb) 8. 9 (3. 0) 6. 4 (2. 8) 11 ( 4) 9.0 

3同 (Cロ） (ppb) 3. 7 (1. 3) 1.4(1.1) 6. 4 (5. 1) 4. 1 

ノレピジウム（Rb) (ppb) 3. 6 (3. 4) 0. 60(0. 35) 17 (5) 8. 2 

ーマ 、ノ ガ γ（Mn) (ppb) 3. 2 (2. 8) 1. 2 (0. 3) 2. 4 (1. 4) 2.3 

ヒ 素（As) (ppb) 2. 3 (1. 5) 0. 55 (0. 13) 3. 4 (1. 0) 2.2 

ク ロ ム（Cr) (ppb) 1. 0 (0. 7) 1. 3 (1. 2) 1. 2 (0. 8) 1. 2 

パナジウム（V) (ppb) 0. 63 (0. 29) 0.17(0.06) 1. 4 (0. 3) 0.81 

アンチモン（Sb) (ppb) 0. 77 (0. 63) 0. 26 (0. 23) 1. 0 (0. 4) 0. 71 

vヒ レ ン（Se) (ppt) 400 (320) 200 (100) 600 (330) 420 

二2 ノ、 ノレ ト（Co) (ppt) 110 (60) 270 (370) 290 (300) 230 

スカンジウム（Sc) (ppt) 8.7 (4.8) 2. 2 (1. 7) 19 (36) 11 

セ シ ウ ム（Cs) (ppt) 5.8 (3.0) 3. 2 (1. 7) 17 (12) 9.6 

ppm: Iザットル当たりミリグラム， ppb: I キロザットル~たちミザグラム，
ppt: Iメガリットノレ当たりミザグラム，（ 〉内の数値は標準偏差を之氏す。
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差
も
少
な
く
な
る
。

さ
ら
に
、
降
雨
に
よ
っ
て
水
質
が
変
動
す
る
こ
と
も
少
な
い
。

つ
の
ほ
線
上
に
集
ま

関
川
は
、
こ
れ
ら
の
地
下
水
の
主
成
分
間
の
濃
度
相
関
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
採
水
点
の
多
く
が

水質・大気・地下水第三節

‘－ 
。白

る
こ
と
は
濃
度
相
関
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
高
い
濃
度
相
関
の
あ

る
成
分
対
は
溶
存
起
源
ま
た
は
裕
解
機
構
に
相
関
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
限
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

カ
ル
シ
ウ
ム
と
重
炭
駿
、
そ
し
て
ナ

沖~11一平野’の主成分IHJの波）］£初l~l

ト
リ
ウ
ム
と
出
素
の
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
オ
ン
濃
度
開
に
は
見
事
な
高
相
関
が

認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
沖
積
平
野
の
地
下
水
に
お
い
て

は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
主
な
起
源
は
炭
織
を
含
む
水
に
よ
る
岩
石
お
よ
び
土

成
の
終
解
に
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
地
下
水
に
は
海
洋
起
源
の
握

化
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
溶
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
花

」
う
岩
質
土
壌
の
沖
積
平
野
を
流
れ
る
地
下
水
の
水
質
は
、
重
炭
酸
カ
ル

｜ヌ1110 

シ
ウ
ム
と
淑
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
の

モ
ル
混
合
物
を
主
成
分
と
し
て
い
る
。

徴
泣
成
分
に
つ
い
て
、
同
様
の
す
同
い
濃
度
相
関
が
得
ら
れ
る
成
分
対
な

関
川
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
到
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
凶
宮
郷
の
宮
水
に

お
い
て
は
、

リ
ン
駿
と
パ
ナ
ジ
ウ
ム
、

ル
ピ
ジ
ウ
ム
と
パ
ナ
ジ
ウ
ム
、
そ

し
て
リ
ン
酸
と
ヨ
ウ
索
に
は
濃
産
相
関
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実

自然・考古Illi'I.史編 i34ラ
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パナジウム（V)

し
た
と
い
う
話
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

,, ；、

• ． 
田

ヨ

i'•I•絞王子野の徴主i成分間の
淡皮相関

は
、
宮
水
に
溶
存
し
て
い
る
こ

れ
ら
の
微
量
成
分
が
古
代
の
入

海
（
弥
生
時
代
か
ら
古
境
時
代
に
か

け
て
、
今
の
西
宮
神
社
か
ら
広
間
神

社
の
付
近
に
ら
っ
た
と
推
定
さ
れ

て
い
る
）
あ
た
り
に
繁
茂
し
て
い

｜刻 111

た
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
海
藻
な
ど

の
生
物
質
准
尉
物
の
分
解
に
山

。

米
す
る
と
す
る
考
え
方
を
支
持
す
る
こ
と
に
な
る
。
以
と
の
よ
う
な
宮
水
の

も
つ
適
当
な
使
皮
と
恥
八
刀
長
、
そ
し
て
各
種
の
微
最
成
分
の
適
度
な
記
合
が
、

名
水
官
水
を
つ
く
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

神
戸
腐
群

の
水
質

こ
の
地
域
は
昔
よ
り
水
利
が
悪
く
て
、
表
六
叩
よ
り
き
た
若

嫁
が
、
そ
の
家
に
山
氏
水
の
わ
く
井
戸
が
な
く
、
速
く
ま
で
水

汲
み
や
水
運
び
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
そ
の
労
働
に
耐
え
か
ね
て
、
夜
逃
げ

神
戸
隠
群
地
域
に
あ
る
北
区
大
沢
町
や
淡
河
川
な
ど
の
民
家
群
を
訪
ね
て
、
生
活
用
に
使
わ
れ
て
い
る
井
戸
水
を
求
め
て
分

析
し
た
。
そ
れ
ら
の
井
戸
の
深
さ
は
地
表
よ
り

') 
／ 

般ひ
（ 

PO, 

治

0
メ
ー
ト
ル
以
内
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
分
析
結
果
は
表
仰
の
浅
隠
水
の
分
析
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総
で
一
部
さ
れ
て
い
る
。

一
般
に
、
こ
の
よ
う
な
地
域
の
浅
層
水
に
は
肥
料
の
混
入
な
ど
の
人
為
的
汚
染
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
地
質
と

水
質
の
関
係
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
深
層
水
の
分
析
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
深
層
水
は
、
雑
木
林
が
多
く
残
っ
て
い

る
こ
の
地
域
に
造
成
さ
れ
た
多
く
の
ゴ
ル
フ
場
で
得
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
ゴ
ル
フ
場
の
多
く
は
、
浴
用
や
芝
の
散
水
用
に
、
深

さ
一

O
Oな
い
し
二

0
0
メ
ー
ト
ル
の
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
っ
て
地
下
水
を
ゅ
う
出
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
ゅ
う
出
量
は
一
年

で
半
減
す
る
傾
向
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
地
下
水
の
浸
透
速
度
は
遅
く
、
こ
れ
ら
は
「
流
れ
な
い
水
」
に
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
分
析
値
を
表
幻
の
深
層
水
と
し
て
示
し
て
い
る
。

神
戸
層
群
の
水
質
の
特
色
は
、
前
記
し
た
表
六
巾
の
沖
前
一
平
野
の
水
質
と
は
全
く
様
相
を
異
に
し
て
い
て
、
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

（
一
）
主
成
分
に
つ
い
て
は
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
お
よ
び
京
炭
酸
イ
オ
ン
、
そ
し
て
ケ
イ
敵
が
比
絞
的
多
く
、

カ
ル
シ
ウ
ム
お
よ

び
カ
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
な
ど
は
比
較
的
少
な
い
。
す
な
わ
ち
、
神
戸
層
の
地
下
水
の
水
質
は
重
ソ
ウ
裂
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
傾

水質・大気・地下水

向
は
深
層
水
に
お
い
て
さ
ら
に
顕
著
に
な
り
、
深
層
水
の
溶
存
成
分
の
ほ
と
ん
ど
は
重
ソ
ウ
で
あ
る
。

（
一
一
）
同
じ
地
層
の
、

し
か
も
近
く
に
あ
る
浅
井
戸
時
叶
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
水
質
の
慈
具
、
特
に
溶
存
濃
度
に
大
き
な

差
異
（
濃
度
変
動
の
大
き
さ
は
標
準
偏
差
で
表
さ
れ
る
）
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
同
一
の
井
戸
に
つ
い
て
も
、
そ
の
ゅ
う
水
最
お
よ

び
一
併
存
濃
度
の
経
時
変
化
が
比
較
的
大
き
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
井
戸
水
は
水
質
的
に
不
安
定
で
あ
る
。

第三節

（
一
一
一
）
浅
井
戸
に
つ
い
て
は
、
特
に
降
雨
後
に
、
粘
土
物
質
に
よ
る
潟
り
が
出
る
場
合
が
多
い
。

関
川
は
、
神
戸
溜
群
地
下
水
に
お
け
る
主
成
分
間
の
濃
度
相
関
を
示
し
て
い
る
。

ナ
ト
リ
ノ
ウ
ム
と
重
炭
酸
の
両
イ
オ
ン
間
に
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神戸脱税の水質

1. 2 

1. 6 

0. 14 

0.09 

3. 1 

0. 29 

4. 2 

0. 40 

0.60 

1. 1 

2.6 

5.4 

0.65 

0. 27 

0.83 

1. 7 

0.33 

0. 12 

0. 69 

0.21 

0. 21 

0.49 

0.81 

3.0 

0. 28 

0.36 

0.24 

0.38 

0. 11 

0.80 

1. 3 

ppm: 1リyトル当たりミリグラム， ppb:1キロワ yトル4'!tこりミリグラム，

ppt: 1メガリットル4'!tこりミリグラム，（ 〉内の数値は係機偏差を示す。
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／
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／
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／

、

J

発

ル

グ

ト

リ

ン

ル

阿

1

ン

ピ

ナ

ノ

ン

U

カ

酸
蒸
カ
マ
ナ
カ
霊
山
脱
硫
ケ
ヲ
フ
ム
何
訓
州
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民
プ
ア
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ス
欽
一
点
バ
鍬
マ
ヨ
ル
パ
ク
コ
ア
セ
ス

は
、
浅
層
水
と
深
層
水
は
と
も
に
高
い
濃
度
相
関
が
認
め
ら
れ
る
。
一
方
、
カ
ル
シ
ウ
ム
と
重
炭
鰻
（
問
機
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
坂
索
）

の
一
向
イ
オ
ン
開
に
つ
い
て
は
顕
著
な
濃
度
相
閣
は
認
め
ら
れ
な
い
。

一
般
に
地
下
水
中
の
主
成
分
、
特
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
、

カ
ル
シ
ウ
ム
お
よ
び
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
の
陽
イ
オ
ン
濃
度
は
、
そ
の

348 神戸の気候・水・大）＜＼t!Hi.栄



指
水
層
の
池
一
演
の
特
色
を
よ
く
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。

紀
神
戸
隠
群
の
地
下
水
の
水
質
が
震
…
ソ
ウ
型
で
あ
る
の
は
、
こ

の
地
閣
に
含
ま
れ
て
い
る
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
や
そ
ン
モ
リ
ロ
ナ
イ
ト
な
ど
の
粘
土
鉱
物
質
土
壌
の
陽
イ
オ
ン
交
換
現
象
に
も
と
づ

〆
rf

oy 

ナ
ト
リ
ウ
ム
〈
h

水質・大気・地下水

。

第三節

カ
ル
ン
ウ
ム
（
ん
凶
）

い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
深
潟
水
に
つ
い
て
、
そ
の
現
象
が
顕
著
に

表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

」
の
地
閣
の
地
下
水
は
「
流
れ
な
い
水
」
の
典
型
で
あ
る
。

般
に
、
こ

ノえど守ι 。: ＇矢野 λ＼

神戸間前ーの主成分間の波皮相fY,J

の
よ
う
な
「
流
れ
な
い
水
」
の
水
質
は
思
く
、
そ
し
て
経
時
変
化
も
激
し
く

て
、
し
た
が
っ
て
こ
の
地
域
の
水
利
が
忠
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
地
域
で
は
、
近
年
と
み
に
、
宅
地
化
お
よ
び
工
業
団
地

大
阪
層
群

の
水
質

な
ど
の
造
成
や
、
地
下
鉄
お
よ
び
高
速
自
動
車
道
路
な
ど
の

建
設
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
そ
れ
ら
に
近
い
地
域
の
浅
腐
地
下

水
は
水
位
低
下
の
傾
向
が
顕
作
者
で
あ
る
。
さ
ら
に
水
道
の
普
及
皮
と
逆
比
例

し
て
、
生
活
用
水
と
し
て
の
井
戸
水
の
使
用
設
は
減
少
し
て
い
る
。

IまI112 

地
質
学
的
に
大
阪
層
群
下
部
（
鮮
新
・
更
新
統
）
と
さ
れ
て
い
る
横
谷
町
の

ぜ

ん

か

い

さ

ん

こ

う

寺
谷
・
友
清
お
よ
び
池
谷
、
伊
川
谷
町
の
前
閥
、
そ
し
て
押
部
谷
町
の
近
江

お
よ
び
高
和
な
ど
に
分
布
す
る
浅
井
戸
鮮
の
分
析
値
（
代
表
値
と
し
て
の
中
央

お
よ
び
そ
れ
ら
と
前
記
の
沖
積
平
野
並
び
に
神
戸
麗
群
浅
層
水
の
水

質
と
の
比
較
を
表
刊
に
示
し
て
い
る
。
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こ
れ
ら
の
分
析
結
果
に
も
と
づ
い
て
、
大
阪
閥
幹
下
部
の
主
溶
存
成
分
の
特
色
は
、
次
の
よ
う
に
結
論
さ
れ
る
。

（
一
）
沖
椋
平
野
と
比
較
し
て
、
ミ
ネ
ラ
ル
総
没
、

カ
リ
ウ
ム
、
前
一
炭
酸
お
よ
び
取
索
な
ど
の
イ
オ
ン
散
は

カ
ル
シ
ウ
ム
、

少
な
く
、

そ
し
て
ナ
ト
リ
ウ
ム
お
よ
び
硫
酸
イ
オ
ン
は
同
仰
限
度
の
傾
向
で
あ

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
お
よ
び
ケ
イ
搬
は
多
く
、

。
る

）
神
戸
隠
群
と
比
較
し
て
、
ミ
ネ
ラ
ル
総
局
、

ケ
イ
酸
お
よ
び
硫
酸
イ
オ
ン
は
同
程
度
で
あ
る
が
、

カ
ル
シ
ウ
ム
、

グ
ネ
シ
ウ
ム
お
よ
び
カ
リ
ウ
ム
な
ど
の
イ
オ
ン
設
は
多
く
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
、
草
山
氏
陣
お
よ
び
駐
素
な
ど
の
イ
オ
ン
設
は
少
な
い

傾
向
が
あ
る
。

…
）
各
井
戸
に
よ
る
裕
存
濃
度
の
差
具
、
す
な
わ
ち
襟
準
偏
差
が
、
沖
積
平
野
と
比
較
し
て
、
各
成
分
に
つ
い
て
高
値
で

あ
る
。
ま
た
、
神
戸
摺
鮮
と
比
較
し
て
、

カ
リ
ウ
ム
お
よ
び
硫
椴
イ
オ
ン
は
高
値
で
あ
る
が
、
他
の
主
成
分
は
す
べ
て
低
植
で

あ
る
。（

四
）
主
溶
存
成
分
間
の
濃
度
相
関
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
木
屑
に
お
い
て
は
、
神
戸
層
群
の
よ
う
な
賜
イ
オ
ン
交
換
に
よ
る
秋
水
化
現
象
は
認
め
ら
れ
な
い
。

（
六
）
岩
石
お
よ
び
土
壌
よ
り
の
各
成
分
の
溶
出
機
構
は
複
雑
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
阪
層
群
な
構
成
す
る
際
お
よ
び
土

壊
が
、
丹
生
山
地
、
六
叩
山
地
お
よ
び
神
戸
摺
群
に
出
来
す
る
各
種
岩
石
の
棟
、
火
山
灰
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
風
化
し
た
も
の

な
ど
よ
り
で
き
て
お
り
、
そ
の
級
相
は
械
め
て
複
雑
で
あ
る
。

（
七
）
本
間
の
地
下
水
は
、

一
般
に
「
流
れ
な
い
」
水
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
地
下
滞
留
時
間
の
比
較
的
長
い
水
で
あ
る
。

般
に
、
現
代
の
経
済
シ
ス
テ
ム
に
よ
れ
ば
、
都
市
に
は
人
口
が
集
中
し
、
都
市
化
の
進
行
と
と
も
に
自
然
が
失
わ
れ
つ
つ

3ラ0
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あ
る
。
水
自
然
も
そ
う
で
あ
る
。
流
れ
な
い
地
下
水
は
、
そ
の
使
用
量
が
激
増
す
れ
ば
枯
渇
す
る
し
、
地
盤
沈
－
下
の
お
そ
れ
も

生
ず
る
。
流
れ
る
地
下
水
は
、
も
と
も
と
自
浄
力
や
抱
一
万
力
を
有
し
て
い
て
も
、
環
境
汚
染
の
い
肢
が
過
ぎ
れ
ば
、
取
り
返
し
の

水質・大気・地下水第三節

つ
か
な
い
水
質
汚
染
が
生
じ
て
し
ま
う
。

1. 0 

0.87 

1. 5 

3.4 

o. 56 

1. 3 

0.60 

0. 52 

0.96 

1. l 

l. 2 

2.4 

0. 39 

2.4 

0.49 

0.48 

0.90 

l. 2 

0.26 

0. 73 

0. 57 

0.60 

0.34 

0. 14 

大阪府群（皇子新・更新統）の水質

0.36 

0.087 

0. 24 

6. 6 (0. 5) 

(83) 

17 (12) 

7. 8 (6. 6) 

18 (8) 

4. l (8. 4) 

38 (28) 

12 (9) 

22 (13) 

31 (10) 

0. 23 (0. 73) 

(123) 

17 (112) 

48 (50) 

43 (15) 

34 ( 42) 

19 (16) 

6. 9 (5. 8) 

l. l (1. 2) 

(670) 

(280) 

(390) 

(300) 

(110) 

62 (59) 

55 (32) 

16 (20) 

14 (14) 
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ppm: 19ットルまiたりミワグラム， ppb:1キロワ y iル当fこちミワグラム．

ppt: 1メガワ yトル~たりミリグラム．（〕内の数fililま 1:!n／：悩匁を 51'す。
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人
は
、
健
全
な
る
水
自
然
の
な
か
で
し
か
、
快
適
な
生
活
は
で
き
な
い
。
水
自
然
を
良
く
理
解
し
、
水
自
然
と
調
和
す
る
よ

う
に
、
水
資
源
を
管
却
し
、
そ
し
て
水
利
用
す
る
こ
と
が
近
要
で
あ
る
。
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